
西
洋
に
お
け
る
市
民
社
会
の
二
つ
の
起
源

平
子
友
長

Ａ

問
題
の
所
在

西
洋
に
お
け
る
市
民
社
会
概
念
に
は
二
つ
の
起
源
に
由
来
す
る
二
つ
の
意
味
系
列
が
存
在
し
て
い
る
。

第
一
の
系
列
は
、
古
典
古
代
のso
cieta

s civ
ilis

に
由
来
す
る
市
民
社
会
概
念
で
あ
る
。
幾
多
の
意
味
変
遷
を
遂
げ
た
と
は
い
え
、

civ
il so

ciety

（
英
）、so

ciete
civ
ile

（
仏
）、so

cieta
civ
ile

（
伊
）
な
ど
は
、
古
典
古
代
のso

cieta
s civ

ilis

に
由
来
す
る
意

味
を
な
お
保
持
し
て
い
る
。
し
か
し
第
一
系
列
の
市
民
社
会
概
念
も
、
西
洋
近
代
に
お
け
る
国
家

１
）

sta
te

の
登
場
に
よ
っ
て
根
本
的
な

意
味
変
化
を
蒙
り
、
そ
の
結
果
、
多
義
的
な
意
味
を
帯
び
て
行
く
。
ご
く
大
ま
か
に
言
え
ば
、
一
六
世
紀
以
降
、
市
民
社
会
概
念
は
、

（
一
）
国
家
の
歴
史
的
成
立
以
前
の
、
国
家
を
前
提
し
な
い
、
そ
の
限
り
国
家
と
対
立
す
る
古
典
的
市
民
社
会
概
念
と
（
二
）
国
家

の
成
立
を
前
提
し
、
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
、
最
終
的
に
は
国
家
と
限
り
な
く
同
義
語
化
し
て
ゆ
く
近
代
的
市
民
社

会
概
念
と
い
う
二
重
の
サ
ブ
系
列
に
分
岐
し
て
行
く
。

第
二
の
系
列
は
、
元
来so

cieta
s civ

ilis

と
は
そ
の
意
味
と
由
来
を
異
に
す
る
ド
イ
ツ
語
のb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

に
由
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来
す
る
市
民
社
会
概
念
で
あ
る
。B

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

は
、
一
九
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
成
立
し
た
特

殊
ド
イ
ツ
的
な
市
民
社
会
概
念
で
あ
り
、「
公
共
」
を
独
占
す
る
国
家S

ta
a
t

と
の
対
抗
に
お
い
て
「
私
人
と
し
て
の
市
民b

o
u
r-

g
eo
is

」
を
担
い
手
と
し
て
形
成
さ
れ
た
公
共
圏
、
語
源
的
に
は
形
容
矛
盾
で
あ
る
が
「
私
的
な
」（＝

「
非
政
治
的
な
」）
市
民
社
会

で

２
）

あ
る
。
こ
の
用
法
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
一
八
二
一
年
に
公
刊
し
た
『
法
の
哲
学
』
に
お
い
て
「
人
倫S

ittlich
k
eit

」
を
「
家
族
」、「
市

民
社
会
」、「
国
家
」
に
三
区
分
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
降
ド
イ
ツ
語
文
化
圏
に
定
着
し
た
。
以
後
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て

は
ご
く
近
年
に
至
る
ま
で
、
第
一
系
列
の
市
民
社
会
概
念
の
不
在
の
時
代
が
続

３
）

い
た
。

第
一
系
列
は
政
治
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
、
第
二
系
列
は
経
済
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
と
し
て
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
、
第
二
系
列
のB

u
rg
er,

b
u
rg
erlich

,
b
u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

の
訳

語
に
は
角
括
弧
付
き
の

市
民

市
民
的

市
民
社
会

を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
語
が
、
第
一
系
列

の
諸
用
語
の
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
角
括
弧
は
付
け
な
い
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
西
洋
に
お
い
て
は
二
重
の
都
市
概
念
が
存
在
す
る
こ
と
で

４
）

あ
る
。

第
一
系
列
の
都
市
は
、
政
治
的
都
市
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
私
的
経
済
的
領
域
（
オ
イ
コ
ス
）
と
峻
別
さ
れ
た
公
的
政
治
的
領
域
と

し
て
の
ポ・
リ・
ス・
に
由
来
す
る
都
市
概
念
で
あ
る
。
ポ
リ
ス
は
、
同
時
に
家
長
で
も
あ
る
市
民
権
保
持
者
た
ち
の
自
治
的
な
政
治
的
共

同
体
を
意
味
し
た
。
ポ
リ
ス
は
、
そ
の
構
成
員
の
経
済
的
職
業
を
捨
象
し
て
彼
ら
の
自
治
参
与
の
政
治
的
権
利
だ
け
に
着
目
し
た
規

定
で
あ
る
か
ら
、
農
村
に
も
都
市
に
も
存
在
し
た
。
ギ
リ
シ
ア
で
も
ロ
ー
マ
で
も
、
ポ
リ
ス
（
ラ
テ
ン
語
で
はciv

ita
s

）
を
構
成
す

る
市
民
達
の
大
半
は
農
民
で
あ
っ
た
。
政
治
的
都
市
の
形
成
は
、
経
済
的
意
味
に
お
け
る
都
市
化
の
発
展
と
は
関
係
が
な
い
。
こ
の

意
味
で
西
洋
近
代
諸
言
語
が
ポ
リ
ス
を
「
都
市
国
家city sta

te

」
と
訳
し
た
こ
と
は
誤
訳
で
あ

５
）

っ
た
。

第
二
系
列
の
都
市
は
、
都
市
と
農
村
と
の
経
済
的
分
業
を
前
提
に
し
た
商
業
・
手
工
業
の
中
心
地
と
し
て
の
都
市
で
あ
る
。
日
本
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語
の
「
市
（
い
ち
）」
が
こ
れ
に
対
応
す
る
。
し
ば
し
ば
政
治
的
ま
た
は
宗
教
的
支
配
者
の
居
城
な
い
し
官
庁
所
在
地＝

「
都
（
み
や

こ
）」
の
周
辺
に
商
人
・
手
工
業
者
が
集
住
し
て
「
都
市
」
が
形
成
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
商
人
・
手
工
業
者
が
独
力
で
集
住
し
て
自
治

都
市
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
第
二
系
列
の
都
市
の
特
徴
は
、
周
囲
の
農
村
か
ら
地
理
的
に
も
区
別
さ
れ
、
通

例
、
そ
の
市
域
が
城
壁
に
よ
っ
て
防
護
さ
れ
て

６
）

お
り
、
そ
の
構
成
員
も
非
農
耕
民
か
ら
な
る
都
市
住
民
（
政
治
的
支
配
者
も
含
め
）

の
組
織
体
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

西
洋
の
諸
言
語
に
は
、
両
系
列
の
都
市
を
区
別
す
る
用
語
が
存
在
し
て
い
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
に
は
ポ
リ
ス

′
π
ο
λ
ιϛ

と
ア
ス
テ
ュ

’′ασ
τυ

と
い
う
二
つ
の
都
市
概
念
が
存
在
し
て
い
た
。
前
者
が
政
治
的
都
市
、
後
者
が
経
済
的
都
市
を
表
現
し
て
い
た
。
同
様
に
、
ラ

テ
ン
語
に
お
い
て
はciv

ita
s

とu
rb
s

、
英
語
に
お
い
て
はcity

とto
w
n

、
仏
語
に
お
い
て
はcite

とv
ille

、
イ
タ
リ
ア
語
に
お

い
て
はcitta

とu
rb
e

の
区
別
が
存
在

７
）

す
る
。

両
系
列
の
都
市
概
念
の
混
同
は
、
中
世
の
経
済
的
都
市
が
封
建
領
主
の
支
配
権
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
政
治
的
自
治
権
を
確
立

し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
二
系
列
の
市
民
が
同
時
に
第
一
系
列
の
市
民
に
も
昇
格
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
前
近
代
に
お
い
て
す
で
に
進
行

し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
も
の
は
、
近
代
社
会
の
成
立
で
あ
っ
た
。

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
経
済
が
家
政
（

’
′

ο
ικ
ο
νο
μ
ικ
η

）
の
枠
を
越
え
て
国
民
的
市
場
と
し
て
発
展
し
、
経
済
的
活
動

そ
れ
自
体
が
政
治
的
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
リ
ス
成
立
の
前
提
で
あ
っ
た
「
私
的＝

経
済
的
」
｜「
公
的＝

政
治
的
」
の
二
項
対
立
が
意
味
を
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
。

第
二
に
、
独
特
な
政
治
的
制
度
で
あ
る
国
家
が
成
立
し
、
政
治
的
市
民
の
意
味
が
、
政
治
的
自
治
権
を
有
す
る
人
々
の
集
団
か
ら
、

国
家
と
い
う
単
一
の
主
権
者
に
政
治
的
権
利
を
譲
渡
し
た「
公
民
」（
主
権
者
の
支
配
に
服
す
る
臣
民
）へ
と
変
質
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
概
念
の
受
容
史
の
特
殊
性
は
、
第
一
に
、b

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

とciv
il so

ciety

と
を
明
確

に
区
別
す
る
視
座
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、
従
っ
て
両
者
と
も
に
市
民
社
会
と
い
う
訳
語
を
充
て
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
ド
イ
ツ
社
会
諸
科
学
の
概
念
枠
組
み
の
圧
倒
的
影
響
の
下
に
、
市
民
社
会
の
意
味
内
容
を
ま
ず
ド
イ
ツ
語
のb

u
rg
er-

lich
e
 
G
esellsch

a
ft

の
用
法
か
ら
汲
み
取
り
、
そ
の
上
で
英
仏
圏
の
社
会
諸
科
学
の
古
典
的
諸
著
作
に
お
け
るciv

il
 
so
ciety

,

so
ciete

civ
ile

の
用
法
を
、
前
者
に
整
合
的
に
解
釈
替
え
し
て
理
解
す
る
と
い
う
手
法
を
採
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
、
マ

ル
ク
ス
の
線
で
い
っ
た
ん
「
市
民
社
会
」
概
念
を
確
定
し
た
上
で
、
そ
れ
の
源
流
を
イ
ギ
リ
ス
経
済
学
説
史
の
理
論
構
成
に
遡
及
さ

せ
る
手
法
が
、
日
本
の
社
会
科
学
者
の
間
に
一
九
三
〇
年
代
に
確
立
し
た
。
こ
れ
は
、bu

rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

とciv
il so

ciety

と
の
混
同
の
上
に
成
り
立
つ
き
わ
め
て
日
本
的
な
市
民
社
会
理
解
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
経
済
学
史
な
い
し
社
会
思

想
史
研
究
の
基
本
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
こ
れ
ま
で
通
用
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
市
民
社
会
に
関
す
る
以
下
の
常
識
が
、
日
本
の
社

会
科
学
者
の
間
に
定
着
し
た
。

そ
の
常
識
と
は
、
第
一
に
、
市
民
社
会
と
は
西
欧
近
代
社
会
の
歴
史
的
産
物
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
て
近・
代・
市
民
社
会
で
あ
る
と
い
う

常
識
（
市
民
社
会＝

近
代
市
民
社
会
）
で
あ
り
、
第
二
に
、
市
民
社
会
と
は
商
品
市
場
の
発
展
を
土
台
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
す
ぐ

れ
て
経・
済・
的
社
会
（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
「
商
業
的
社
会th

e co
m
m
ercia

l so
ciety

」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
経
済
的
規
定
を
第
一

義
と
す
る
社
会
）
で
あ
る
と
い
う
常
識
（
市
民
社
会＝

経・
済・
的
社
会
）
で
あ

８
）

っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
民
的
公
共
性
を
め
ぐ
る
諸
理
論
が
、
二
千
数
百
年
に
お
よ
ぶ
市
民
社
会
の
変
遷
史
を
背
景
に
持
つ
多
様

な
参
照
点
を
持
つ
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
今
日
欧
米
に
存
在
す
る
公
共
性
に
関
す
る
諸
理
論
を
単
に
現
時
点
で
共
時
的
に
並
列

し
、
そ
の
優
劣
を
論
じ
て
も
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
現
時
点
で
あ
る
タ
イ
プ
の
公
共
性
の
理
論
を
主
張
す
る
こ

と
が
、
西
洋
に
お
け
る
市
民
社
会
の
歴
史
の
ど
の
時
代
に
お
い
て
成
立
し
た
概
念
に
依
拠
し
て
お
り
、
い
か
な
る
側
面
に
照
明
を
当
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て
、
い
か
な
る
側
面
と
対
決
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
の
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
、
論
者
自
身
が
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
際
重
要
な
こ
と
は
、
歴
史
的
に
新
し
く
誕
生
し
た
理
論
構
成
・
意
味
づ
け
を
そ
れ
に
先
行
し
た
も
の
よ
り
も
「
よ
り
正
し

い
」
と
み
な
す
態
度
を
戒
め
る
こ
と
で
あ
る
。
事
は
西
洋
人
た
ち
の
政
治
的
生
活
の
基
本
態
度
の
理
解
に
関
わ
る
。
政
治
学
の
諸
概

念
の
大
半
が
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
語
に
起
源
を
持
つ
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
そ
れ
ら
の
意
味
が
一
八
〇
度
変
質
す
る

ほ
ど
の
意
味
変
容
を
遂
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
政
治
的
生
活
様
式
を
表
現
す
る
際
に
そ
れ
ら
の
伝
統
的
用
語
を
放
棄

し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
近
現
代
の
政
治
的
経
験
を
伝
統
的
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
日
常
的
用
語
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
主
と
し

て
翻
訳
語
を
駆
使
し
て
表
現
し
、
自
己
了
解
し
て
き
た
非
西
洋
的
世
界
の
文
化
と
の
決
定
的
相
違
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

Ｂ

市
民
社
会
の
古
典
的
概
念

市
民
社
会
の
古
典
的
概
念
の
形
成
に
あ
た
っ
て
決
定
的
役
割
を
演
じ
た
も
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
政
治
学
』
に
お
け
る
ポ

リ
ス
の
定
義
で
あ
っ
た
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ポ
リ
ス
を
「
ポ
リ
ス
的
｜
政
治
的
｜
共
同
体η

π
ο
λ
ιτικ

η
κ
ο
ινω

νια

」(1252a
）

と
定
義
し
た
。
ポ
リ

ス
は
、
単
に
生
き
る
こ
と
で
は
な
く
、「
善
く
生
き
る
こ
と

’
ευ

ζη
ν

」
を
目
的
と
し
て
結
合
し
た
市
民
た
ちπ

ο
λ
ιτα

ι

の
共
同
体
で

あ
り
、
人
間
の
形
成
す
る
も
ろ
も
ろ
の
共
同
体
の
中
で
最
高
最
善
の
共
同
体
で
あ
る
。
ポ
リ
ス
が
「
最
高
最
善
の
共
同
体
」
と
見
な

さ
れ
る
理
由
は
、
こ
の
ポ
リ
ス
的
共
同
体
に
お
い
て
こ
そ
人
間
の
自
然
本
性φ

υ
σ
ιϛ

が
完
成
さ
れ
るτελ

εισ
θα
ι

か
ら
で
あ
る
。
か

く
し
て
ポ
リ
ス
は
、
人
間
に
と
っ
て
終
局
目
的τελ

ο
ϛ

と
し
て
の
自
然
で
あ
る
。
人
間
と
は
、
こ
の
よ
う
に
自
己
の
自
然
の
完
成
を

め
ざ
し
て
努
力
し
つ
つ
、
ポ
リ
ス
的
共
同
体
の
形
成
を
も
っ
て
完
成
に
至
る
と
い
う
独
特
の
自
然
本
性

′
φ
υ
σ
ιϛ

を
有
す
る
動
物
で
あ
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る
と
い
う
認
識
を
こ
め
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
人
間
を
「
ポ
リ
ス
的
動
物π
ο
λ
ιτικ

ο
ν
ζω
ιο
ν

」
と
定
義
し
た
の
で
あ
る（

1252

b
-1253a

）

。
従
っ
て
、
こ
の
定
義
に
よ
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
人
間
が
単
に
社
会
を
形
成
し
、
社
会
の
中
で
生
活
す
る
一
個
の

社
会
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
人
間
は
そ
の
都
度
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
を
形
成
す
る

よ
う
促
さ
れ
る
が
、
こ
の
共
同
体
形
成
の
努
力
は
最
高
最
善
の
共
同
体
（
ポ
リ
ス
）
の
形
成
を
も
っ
て
完
遂
さ
れ
る
こ
と
を
表
現
し

た
の
で
あ
る
。
市
民
社
会
と
は
、
人
間
の
人
間
と
し
て
の
完
成
を
め
ざ
し
つ
つ
最
高
最
善
の
共
同
体
を
志
向
す
る
人
間
の
実
践
的
関

心
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
制
度
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
市
民
社
会
と
は
、
特
定
の
時
代
の
歴
史
的
社
会
関
係
な
い
し
制
度
を
客
観
的

に
表
示
す
る
単
な
る
記
述
概
念
で
は
な
い
。
市
民
社
会
概
念
は
、
こ
の
言
葉
に
重
要
な
意
味
を
付
与
し
て
き
た
人
々
の
実
践
的
関
心

と
そ
れ
に
基
づ
く
現
実
了
解
の
独
特
の
認
識
論
と
切
り
離
し
て
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

古
典
的
市
民
社
会
概
念
は
、
以
下
の
一
連
の
二
項
対
立
を
構
成
す
る
一
項
と
し
て
（
他
項
で
は
な
い
も
の
と
し
て
）
初
め
て
意
味

を
持
つ
。

第
一
に
、
市
民
社
会
は
家

’
ο
ικ
ο
ϛ

と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
初
め
て
意
味
を
獲
得
す
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
オ
イ
コ
ス
を
管
理
す
る
知
識
と
技
術
の
全
体
を
家
政
学

’
η
ο
ικ
ο
νο
μ
ικ
η

、
ポ
リ
ス
を
管
理
す
る
そ
れ
を
政

治
学η

π
ο
λ
ιτικ

η

と
呼
ん
だ
。
家
政
学
と
政
治
学
は
、
市
民
は
同
時
に
家
長
で
も
あ
る
と
い
う
一
点
で
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
い
え
、

市
民
は
オ
イ
コ
ス
の
経
済
的
活
動
を
免
除
さ
れ
て
い
る
限
り
で
の
み
政
治
的
共
同
体
の
成
員
た
り
う
る
点
で
、
決
定
的
に
区
別
さ
れ

て
い
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
家
政
学
は
本
質
的
に
必
要
（
然
）
性’ανα

γ
κ
η

と
強
制β

ια

に
基
づ
き
、
奴
隷
に
委
託
す
る

こ
と
の
で
き
る
領
域
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
政
治
学
は
本
質
的
に
自
由
人
の
自
由
人
に
対
す
る
支
配
で
あ
り
、
正
義
に
基
づ
く
倫
理

的
領
域
で
あ
り
、
他
人
に
委
託
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
営
為
で
あ
っ
た
（
こ
こ
で
近
代
に
お
け
る
職
業
的
官
吏
に
委
託
さ
れ
た
政

治
と
の
対
照
性
は
明
白
で
あ
る
）。
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第
二
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ポ
リ
ス
と
オ
イ
コ
ス
の
対
抗
関
係
を
「
公
的
な
も
のκ

ο
ινο

ν

」
｜「
私
的
な
も
の’′ιδιο

ν

」
お
よ

び
「
自
由’ελ

ευ
τελ

ια

」
｜「
必
要

然
）性’ανα

γ
κ
η

」
と
い
う
二
つ
の
二
項
対
立
に
対
応
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
公
的

な
も
の
」
は
自・
由・
に
関
わ
り
、「
私
的
な
も
の
」
は
必・
要・
に
関
わ
る
。

市
民
社
会
と
は
、
第
一
に
、
オ
イ
コ
ス
を
拠
点
と
し
て
営
ま
れ
る
経
済
的
共
同
体
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
政・
治・
的・
共
同
体
で
あ

り（
経
済
的
原
理
と
は
異
質
な
政
治
的
秩
序
と
し
て
の
市
民
社
会
）、
第
二
に
、
国
家
と
い
う
政
治
装
置
を
必
要
と
し
な
い
市
民
た
ち

の
自
治
的
政
治
的
結
合
と
い
う
意
味
で
、
国
家
（
に
よ
る
政
治
的
統
合
）
と
は
区
別
さ
れ
る
特・
殊・
な・
政
治
的
社
会
で
あ
る
（
国
家
と

は
異
質
な
政
治
的
秩
序
と
し
て
の
市
民
社
会
）。

三
）
市
民
社
会
は
、
軍
事
、
祭
祀
、
言
語
を
始
め
と
す
る
日
常
生
活
に
お
け
る
具

体
的
共
同
性
を
土
台
と
し
て
、
そ
の
上
に
自・
由・
の・
領・
域・
と
し
て
独
自
の
政
治
的
共
同
性
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
体
現
す
る
限

り
、
そ
れ
は「
人
権
」、

国
民
」な
ど
の
抽
象
的
概
念
に
基
づ
い
て
匿
名
的
不
特
定
者
を
擬
制
的
に
一
定
の
政
治
的
秩
序
に
統
合
す
る

近
代
国
民
国
家
の
政
治
理
念
と
も
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
。

Ｃ

市
民
社
会
概
念
の
変
質

そ
の
一

国
家
の
登
場
に
よ
る
政
治
概
念
の
変
質

市
民
社
会
概
念
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国・
家・
の
登
場
と
共
に
重
要
な
変
質
を
蒙
る
こ
と
に
な

９
）

っ
た
。
国
家
は
、
西
欧
に

お
け
る
絶
対
主
義
の
成
立
と
共
に
形
成
さ
れ
た
独
特
な
政
治
的
支
配
の
タ
イ
プ
を
表
示
す
る
歴
史
的
概
念
で
あ
る
。

国
家
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
よ
っ
て
初
め
て
西
欧
政
治
思
想
の
中
に
導
入
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
自
由

で
平
等
な
市
民
た
ち
の
水
平
的
な
政
治
的
結
合
を
モ
デ
ル
と
す
る
市
民
社
会
型
政
治
理
論
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
共
同
性

を
一
切
必
要
と
し
な
い
政
治
的
秩
序
形
成
の
在
り
方
を
ス
タ
ー
トsta

to

と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
、
有
能
な
支
配
者
（
こ
れ
が
君
主il
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p
rin
cip
e

）が
配
下
の
支
配
機
構
を
動
員
し
て
強
制
力
を
行
使
し
、
主
と
し
て
住
民
の
支
配
者
に
対
す
る
恐
怖
心
に
依
拠
し
て
と
り
あ

え
ず
「
平
和
な
」
政
治
的
秩
序
を
形
成
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
が
も
た
ら
し
た
西
欧
の
政
治
理
論
上
の
革
命
は
、
主
と
し
て
以
下
の
点
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
第
一
に
、
単
一
の
支
配
者
（
の
強
制
力
）
に
対
す
る
住
民
の
恐
怖
心
を
普
遍
化
し
、
こ
の
よ
う
に
武
装
解
除
さ
れ
た
住

民
に
対
し
て
支
配
者
が
統
一
的
な
手
法
で
支
配
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
後
的
に
あ
る
種
の
擬
制
的
な
「
政
治
的
共
同
体
」

（
支
配
者
と
被
支
配
者
を
包
含
す
る
言
語
、
宗
教
、
文
化
の
次
元
で
の
共
同
性
を
一
切
前
提
と
し
な
い
）
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
ス
タ
ー
ト
の
構
築
は
、
伝
統
的
な
市
民
社
会
の
土
台
を
な
し
て
お
り
、
か
つ
ス
タ
ー
ト
型
支
配
に
対
す
る
抵
抗
の
拠
点

で
も
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
中
間
諸
団
体
を
解
体
し
、
彼
等
を
ば
ら
ば
ら
の
諸
個
人
に
分
解
す
る
過
程
を
随
伴
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
一
切
の
共
同
体
的
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
近
代
的
個
人
が
成
立
す
る
。
近
代
個
人
主
義
は
ス
タ
ー
ト
に
よ
っ
て
作
為
的
に

創
出
さ
れ
た
思
想
形
態
で
あ
っ
た
。
他
方
、
市
民
社
会
は
、
元
来
、
個
人
主
義
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
政
治
的
権
力
の
行
使
が
支
配
者
の
権
力
機
構
に
集
中
す
る
に
伴
い
、
政
治
は
次
第
に
専
門
的
職
業
集
団
に
よ
る
政
治
と

な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
「
職
業
と
し
て
の
政
治
」
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
市
民
社
会
の
政
治
は
、

本
質
的
に
非
職
業
人
に
よ
る
政
治
で
あ
っ
た
。

第
四
に
、
政
治
が
専
門
的
政
治
集
団
（
広
義
の
官
僚
た
ち
）
の
手
中
に
吸
収
さ
れ
る
と
共
に
、
市
民
社
会
は
次
第
に
脱
政
治
化
さ

れ
て
ゆ
く
。
政
治
的
機
能
を
国
家
に
吸
収
さ
れ
た
市
民
た
ち
に
残
さ
れ
た
機
能
は
、
自・
己・
保・
存・
す
な
わ
ち
経
済
的
活
動
に
邁
進
す
る

こ
と
だ
け
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
国
家
の
導
入
は
、
政
治
概
念
を
決
定
的
に
変
質
さ
せ
る
と
共
に
、
国・
家・
と
社・
会・
と
い
う
新
し
い
二

元
論
を
生
み
出
し
、
こ
れ
が
政
治
と
経
済
の
二
元
論
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
、
一
九
世
紀
以
降
、
西
欧
近
代
の
社
会
理
論
の
基
本
的
枠
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組
み
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
五
に
、
国
家
に
よ
る
政
治
も
、
古
典
的
市
民
社
会
と
は
違
っ
て
、「
善
く
生
き
る
」と
い
う
倫
理
的
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
を
や

め
、
平
和
を
維
持
し
、
住
民
の
経
済
的
活
動
に
奉
仕
す
る
と
い
う
経
済
的
活
動
を
本
業
と
し
て
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（p

o
lice

概

念
の
変
化
）。
こ
う
し
て
政
治
が
手
段
的
性
格
を
全
面
に
押
し
出
し
て
く
る
と
共
に
、
政
治
の
自
己
目
的
性
お
よ
び
倫
理
性
を
根
拠
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
た
伝
統
的
市
民
社
会
に
お
け
る
政
治
と
経
済
の
二
項
対
立
は
、
次
第
に
意
味
を
失
っ
て
い
っ
た
。

ホ
ッ
ブ
ズ
以
降
、
市
民
社
会
概
念
は
、
自
然
状
態
と
対
比
さ
せ
て
、
社
会
契
約
を
通
じ
て
主
権
者
が
設
定
さ
れ
、
政
治
的
統
治
が

確
立
し
、
そ
の
結
果
、
戦
争
状
態
が
克
服
さ
れ
、
生
命
と
所
有
に
対
す
る
安
全
保
障
が
確
立
さ
れ
た
状
態
を
表
現
す
る
概
念
と
し
て

使
用
さ
れ
始

10
）

め
る
。
従
っ
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
は
、
市
民
的
状
態civ

il sta
te

、
市
民
社
会civ

il so
ciety

、
市
民
的
統
治civ

il
 

g
o
v
ern

m
en
t

、
市
民
的
権
力civ

il p
o
w
er

な
ど
の
諸
概
念
は
、
す
べ
て
自
然
状
態
に
対
置
さ
れ
る
同
義
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
に
国

家
と
等
置
さ
れ
る
市
民
社
会
概
念
が
初
め
て
成
立
し
た
。

Ｄ

市
民
社
会
概
念
の
変
質

そ
の
二

オ
イ
コ
ス
の
崩
壊
、
家
族
と
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
登
場

国
家
の
登
場
は
、
政
治
的
機
能
を
独
占
し
た
国
家
と
脱
政
治
化
さ
れ
た
社
会
と
い
う
近
代
的
な
二
元
的
状
況
を
生
み
だ
し
つ
つ

あ
っ
た
が
、
同
時
に
脱
政
治
化
さ
れ
た
社
会
の
内
部
で
も
決
定
的
な
変
化
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
経
済
的
活
動
を
一
手
に
引
き
受
け
て

い
た
オ
イ
コ
ス
が
分
解
し
、
経
済
的
活
動
は
オ
イ
コ
ス
の
枠
を
越
え
て
、
ポ
リ
ス
規
模
で
遂
行
さ
れ
る
も
の
と
観・
念・
さ・
れ・
る・
よ・
う・
に・

な
っ
た
こ
と
で
あ
り
（
ポ
リ
ス
的
オ
イ
コ
ス＝

p
o
litica

l eco
n
o
m
y

の
成
立
）、
他
方
で
経
営
体
と
し
て
の
家
か
ら
経
営
的
機
能
が

剥
奪
さ
れ
て

家
政
と
経
営
の
分
離
）、
消
費
共
同
体
を
基
本
的
性
格
と
す
る
家・
族・
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
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家
族
と
はfa

m
ilia

,
fa
m
ily
,
fa
m
ille,

F
a
m
ilie

な
ど
の
訳
語
で
あ
る
。
家
族
は
わ
ざ
わ
ざ
近
代
家
族
と
言
う
ま
で
も
な
く
、
近・

代・
的
概
念
で
あ
る
。

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
チ
ュ
ー
ア
ト
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
ら
に
よ
っ

て
学
問
世
界
に
導
入
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ポ
リ
ス
ー
オ
イ
コ
ス
の
二
項
対
立
図
式
の
上
に
成
立
し
て
い
た
市
民

社
会
は
、
重
大
な
意
味
変
質
を
蒙
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
民
社
会
と
い
う
用
語
と
並
ん
で
、
文
明
化civ

iliza
tio
n

な
い
し
文
明
化
さ

れ
た
社
会civ

ilized so
ciety

と
い
う
概
念
が
、
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
後
者
は
、
商
品
生
産
と
分
業
に
基
づ
く
生
産
諸
力
の
上

昇
の
結
果
と
し
て
人
々
の
生
活
様
式
が
次
第
に
富
裕
と
な
り
、
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
表
示
す
る
経
済
学
的
概
念
で
あ
っ
た
。
こ

こ
にciv

il

と
い
う
用
語
を
、

一
）
非
政
治
的
な
意
味
で
、
主
と
し
て
経
済
的
社
会
の
特
殊
な
発
展
段
階
を
表
示
す
る
概
念
と
し
て

使
用
す
る
全
く
新
し
い
用
法
が
生
み
出
さ
れ
る
と
共
に
、

二
）civ

il

と
い
う
用
語
が
西
欧
近
代
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
使
用
さ

れ
る
時
代
が
開
始
さ
れ
た
。

と
は
い
え
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
自
身
は
、「
文
明
化
さ
れ
た
社
会civ

ilized so
ciety

」
と
「
市
民
社
会civ

il so
ciety

」
を
厳
密
に

区
別
し
て
い
た
。

文
明
（
化
）civ

iliza
tio
n

な
い
し
文
明
化
さ
れ
たciv

ilized

状
態
と
は
、
分
業
に
基
づ
い
て
生
産
諸
力
が
高
度
に
発
展
し
た
状

態
を
意
味
し
、「
未
開
か
つ
野
蛮
な
社
会
」に
対
置
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
が
、
他
方
、
市
民
社
会
は
正
義
の
原
理
の
貫
徹
す
る
社
会
と

い
う
意
味
で
あ
く
ま
で
も
政
治
的
社
会
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
ス
ミ
ス
も
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ズ
以
降
の
市
民
社
会
概
念
す
な

わ
ち
国
家
と
等
置
さ
れ
た
政
治
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
と
い
う
理
解
に
忠
実
で
あ

11
）

っ
た
。

こ
の
こ
と
を
、『
法
学
講
義
』
に
お
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ホ
ッ
ブ
ズ
氏
は
良
俗
の
ひ
と
つ
の
体
系
を
樹
立
し
よ
う
と
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
の
意
識
を
市
民
的〔
政
治
的
〕権
力civ

il
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p
o
w
er

に
服
従
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
良
俗
の
体
系
は
、
為
政
者
の
意
志
を
行
動
の
唯
一
の
正
当
な
規
則
と
見
な
し
た
。
ホ
ッ

ブ
ズ
氏
に
よ
れ
ば
市
民
社
会
の
設
立th

e esta
b
lish

m
en
t o
f civ

il so
ciety

以
前
に
は
人
類
は
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て

自
然
状
態
の
害
悪
を
避
け
る
た
め
に
、
人
々
は
、
一
切
の
争
論
を
裁
決
す
る
一
人
の
共
通
の
主
権
者
に
従
う
と
い
う
契
約
を
結
ん

だ
の
で
あ
っ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
主
権
者
の
意
志
へ
の
服
従
こ
そ
が
、
市
民
的
統
治
を
構
成
し
たco

n
stitu

ted
 
civ
il g

o
v
ern

-

m
en
t ･･･

。」（
S
m
ith

1978,
p
. 397

訳
一
九
〜
二
〇
頁
）。

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、「
市
民
社
会
の
設
立
」
と
は
、「
市
民
的
統
治
を
構
成
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
単
一
の
主
権
者
の

意
志
に
す
べ
て
の
人
々
が
服
従
す
る
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
「
市
民
的
〔
政
治
的
〕
権
力
」
を
設
立
す
る
こ

と
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

法la
w

の
四
大
目
的
は
、
正
義Ju

stice

、
民
政P

o
lice

、
公
収
入R

ev
en
u
e

、
軍
備A

rm
s

で
あ
る
。
正
義
の
目
的
は
、
侵

害
か
ら
の
安
全
保
証
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
市
民
的
統
治civ

il g
o
v
ern

m
en
t

の
基
礎
な
の
で
あ
る
。
民
政
の
目
的
は
、
商
品

の
安
価
、
公
共
の
安
全
お
よ
び
清
潔
で
あ
る
。」（

ib
id
.
p
. 398

訳
二
三
頁
）。

ス
ミ
ス
の
「
市
民
的
統
治
」
は
、
政
治
的
国
家
を
表
示
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
市
民
的
統
治
」
の
設
立
目
的
の
中
に
す

で
に
、
従
来
の
政
治
的
公
共
体
が
担
当
し
な
か
っ
た
仕
事
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
国
民
一
人
一

人
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
、
富
裕
化
を
増
進
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
一
括
し
て
ポ
リ
ス
と
総
称
さ
れ
て

い
る
。
本
来
、
オ
イ
コ
ス
の
外
部
に
あ
っ
て
オ
イ
コ
ス
の
仕
事
（
生
活
の
必
要
の
充
足
）
と
は
異
な
る
倫
理
的
目
的
（
自
由
）
を
実

現
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
ポ
リ
ス
が
、
今
で
は
、
安
価
な
商
品
を
潤
沢
に
供
給
す
る
こ
と
、
都
市
を
清
潔
に
す
る
こ
と
な
ど
、「
共

通
の
主
権
者
」
に
服
従
す
る
市
民
達
の
生
活
要
求
に
応
え
る
政
策
体
系
の
呼
称
に
転
化
し
て
し
ま
っ
て

12
）

い
る
。

次
に
、「
文
明
化
さ
れ
た
社
会
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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一
国
の
富
裕
を
増
加
さ
せ
る
も
の
は
分
業
で
あ
る
。
文
明
化
さ
れ
た
社
会a civ

ilized so
ciety

に
お
い
て
は
、
確
か
に
分
業

が
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
平
等
な
分
割
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
全
く
労
働
し
な
い
か
な
り
の
人
数
の

人
々
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
富
裕
の
分
割
は
、
仕
事
に
対
応
し
て
は
い
な
い
。
商
人
の
富
裕
は
、
彼
の
事
務
員
全
員
の
富
裕

よ
り
も
大
き
い
が
、
商
人
は
か
れ
ら
よ
り
少
し
し
か
働
か
な
い
。

室
内
で
気
楽
に
働
く
職
人
は
、
休
憩
時
間
も
与
え
ら
れ
ず
重

い
足
取
り
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
こ
き
つ
か
わ
れ
る
あ
わ
れ
な
労
働
者
よ
り
も
、
は
る
か
に
多
く
を
得
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ば

社
会
の
重
荷
を
担
っ
て
い
る
者
が
、
最
も
少
な
い
利
益
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。」（ib

id
.p
. 489f.

訳

二
七
一
頁
）。

ス
ミ
ス
に
と
っ
て
「
文
明
化
さ
れ
た
社
会
」
と
は
、
第
一
に
、
分
業
の
導
入
に
よ
っ
て
生
産
諸
力
が
向
上
し
、
富
裕
が
社
会
全
体

に
行
き
渡
っ
た
社
会
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
に
、
こ
の
社
会
に
お
い
て
は
、
富
裕
の
分
配
は
「
仕
事
に
対
応
」
し
て
お

ら
ず
、
そ
の
結
果
、「
社
会
の
重
荷
を
担
っ
て
い
る
」最
底
辺
の
労
働
者
に
最
も
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
不
平
等
な
分
配
が
支
配
的
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
に
、
最
底
辺
の
「
日
雇
い
労
働
者
」
の
生
活
水
準
さ
え
も
、
文
明
化
さ
れ
て
い
な
い
社
会
に
お
け

る
ど
の
首
長
た
ち
の
そ
れ
を
も
凌
駕
し
て

13
）

い
る
、
そ
う
い
う
社
会
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

市
民
社
会
が
、
一
方
で
は
国
家
に
吸
収
さ
れ
、
他
方
で
は
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
登
場
し
た
経
済
社
会
に
解
消
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
一
八
世
紀
に
お
い
て
、
大
部
分
の
啓
蒙
思
想
家
が
こ
の
変
質
過
程
を
肯
定
す
る
立
場
を
と
っ
た
中
で
、
こ
の
傾
向
に

あ
く
ま
で
も
反
対
し
、
市
民
社
会
の
伝
統
的
概
念
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
例
外
的
な
思
想
家
が
ル
ソ
ー
で
あ
っ
た
。

国
家
」に
対
す
る
対
決
は
「
主
権
は
譲
渡
で
き
な
い
」
と
い
う
有
名
な
テ
ー
ゼ
の
う
ち
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

市
民
社
会
と

市
民
社
会

の
混
同
に
対
し
て
ル
ソ
ー
は
次
の
よ
う
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。

シ
テcite

と
い
う
言
葉
の
真
実
の
意
味
は
、
近
代
人
た
ち
の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
大
部
分
の
人
々
は
、

市v
ille

を
シ
テcite

と
取
り
違
え
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
取
り
違
え
て
い
る
。
家
々les m

a
iso
n
s

﹇
オ
イ
コ
ス
﹈
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が
集
ま
っ
て
も
市
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
が
集
合
し
て
初
め
て
シ
テ
が
で
き
る
こ
と
を
、
彼
等
は
知
ら
な
い
の

だ
。」（

R
o
u
ssea

u
1964a

,
p
. 361)

。

ル
ソ
ー
は
近
代
市
民
社
会
の
特
質
を
「
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
の
取
り
違
え
」
と
し
て
正
確
に
把
握
し
て

14
）

い
る
。

ホ
ッ
ブ
ズ
以
来
、
国
家
す
な
わ
ち
共
通
の
主
権
者
を
設
立
し
て
自
然
状
態
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
そ
れ
自
体
を
市
民
社
会
と
見
な
す

慣
行
が
成
立
し
て
い
た
が
、
ル
ソ
ー
は
こ
れ
に
反
対
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
人
民
が
主
権
者
と
い
う
実
質
を
放
棄
し
な
い
国
家
の
み

を
市
民
社
会
と
見
な
す
と
い
う
新
し
い
解
釈
を
導
入
し
た
。
ル
ソ
ー
の
市
民
社
会
概
念
は
、
制
度
と
し
て
の
国
家
を
前
提
し
て
い
る

点
で
、
も
は
や
古
典
古
代
期
の
市
民
社
会
と
は
異
質
な
概
念
で
あ
る
が
、
古
典
古
代
的
概
念
の
実
質
を
可
能
な
限
り
、
近
代
的
市
民

社
会
概
念
の
中
に
再
生
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
市
民
社
会
概
念
史
上
、
独
特
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
ル
ソ
ー

と
と
も
に
古
典
的
な
市
民
社
会
概
念
は
、
現
存
す
る
国
家
を
批
判
す
る
た
め
の
準
拠
点
と
し
て
再
活
用
さ
れ
て
行
く
。

Ｅ

B
u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

概
念
の
特
殊
性

ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
社
会
概
念
の
不
在

カ
ン
ト
は
、
基
本
的
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
市
民
社
会
概
念
に
準
拠
し
て
い
た
。
カ
ン
ト
に
お
い
てb

u
rg
erlich

e
 

G
esellsch

a
ft

は
、
市
民
社
会so

cieta
s civ

ilis

の
訳
語
で
あ
っ
た
。

自
然
法d
a
s
 
N
a
tu
rrech

t

の
最
高
区
分
は
、

自・
然・
法・d

a
s
 
n
a
tu
rlich

e
 
R
ech

t

と
社・
会・
法・d

a
s
 
g
esellsch

a
ftlich

e
 

R
ech

t

と
い
う
区
分
で
は
あ
り
え
ず
、
自
然
法
と
市・
民・
法・d

a
s b

u
rg
erlich

e R
ech

t

と
い
う
区
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
う
ち
自
然
法
は
私・
法・d

a
s P

riv
a
trech

t

、
市
民
法
は
公・
法・d

a
s o
ffen

tlich
e R

ech
t

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
自・
然・

状・
態・d

er N
a
tu
rzu

sta
n
d

に
対
立
し
て
い
る
も
の
は
、
社
会
的
状
態d

er g
esellsch

a
ftlich

e Z
u
sta
n
d

で
は
な
く
、
市
民
的
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状
態d

er b
u
rg
erlich

e Z
u
sta
n
d

で
あ
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
な
ら
自
然
状
態
に
お
い
て
も
た
し
か
に
社
会
は
存
在
し
う
る
が
、（
公

的
諸
法
律
に
よ
っ
て
私
の
も
の
と
・
あ
な
た
の
も
の
〔
各
人
の
所
有
〕
が
保
証
さ
れ
る
）
市・
民・
社
会b

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

だ
け
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。」（『
人
倫
の
形
而
上
学
』K

a
n
t
1977,

S
. 350

訳

六
四
頁
）。

上
の
引
用
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
自
然
状
態
に
お
い
て
も「
社
会
は
存
在
し
う
る
」と
主
張
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
が
ホ
ッ

ブ
ズ
の
「
自
然
状
態
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ロ
ッ
ク
の
「
自
然
状
態
」
に
依
拠
し
て

15
）

い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
が
、
市
民
社
会

概
念
を
「
自
然
状
態
」
に
対
立
す
る
状
態
と
し
て
把
握
す
る
思
考
様
式
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
由
来
す
る
。

市
民
社
会
概
念
を
救
出
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
政
治
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
を
、
主
と
し
て
経
済
的
社
会
と
し
て
の

市

民
社
会

か
ら
区
別
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
諸
個
人
の
資
質
に
即
し
て
表
現
す
れ
ば
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
区
別
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
第
二
に
、
政
治
的
社
会
の
内
部
規
定
と
し
て
は
市
民
社
会
を
国
家
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
、
是
非
と
も
必
要
で

あ
る
。

国
家
と
区
別
さ
れ
る
市
民
社
会
概
念
を
同
時
代
の
政
治
的
状
況
に
即
し
て
構
想
す
る
上
で
、
西
洋
近
代
の
政
治
思
想
史
に
お
い
て

一
つ
の
頂
点
を
な
し
て
い
る
の
は
、
カ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

カ
ン
ト
は
、「
理
性
の
公
的
使
用
」
と
「
世
界
市
民
的
体
制
」
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
代
の
国
民
国
家
を

相
対
化
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
視
点
を
市
民
社
会
論
と
し
て
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ン
ト
は
一
七
八
四
年
以
降
、
同
時
代
の
政
治
的
諸
問
題
に
積
極
的
に
発
言
し
始
め
る
。
こ
の
年
に
発
表
さ
れ
た
「
啓
蒙
と
は
何

か
」
は
、
次
の
有
名
な
一
文
か
ら
始
ま
る
。

啓・
蒙・
と・
は・
人・
間・
が・
自・
ら・
招・
い・
た・
未・
成・
年・
状・
態・
か・
ら・
抜・
け・
出・
す・
こ・
と・
で・
あ・
る・
。
未・
成・
年・
状・
態・
と・
は・
、
他・
人・
の・
指・
導・
な・
し・
に・
は・
自・
分・

の・
悟・
性・
を・
使・
用・
す・
る・
能・
力・
が・
な・
い・
こ・
と・
で・
あ・
る・
」（

K
a
n
t
1977a

,
S
. 53

訳

二
五
頁
）。
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そ
し
て
こ
の
「
啓
蒙
」
を
実
現
す
る
た
め
に
カ
ン
ト
が
要
請
し
た
も
の
は
た
だ
一
つ
の
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
あ
ら
ゆ

る
事
柄
に
つ
い
て
自
分
の
理
性
を
公・
的・
に・
使・
用・
す・
る・
自・
由・
」（

K
a
n
t
1977a

,
S
. 55

訳

二
七
頁
）
で
あ
っ
た
。

自
分
の
理
性
の
公・
的・
使
用d

er o
ffen

tlich
e G

eb
ra
u
ch sein

er V
ern

u
n
ft

は
、
常
に
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
の

み
が
人
々
の
間
で
啓
蒙
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
理
性
の
私・
的・
使・
用・
の
方
は
し
ば
し
ば
極
端
に
制
限
さ
れ
て
も
か

ま
わ
な
い
。
そ
う
し
た
か
ら
と
い
っ
て
啓
蒙
の
進
歩
が
格
別
妨
げ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
て
私
は
、
自
分
自
身
の
理
性
の
公

的
使
用
を
、
あ
る
人
が
読・
者・
世・
界・
の
公
衆
全
体
を
前
に
し
て
学・
者・G

eleh
rter

と・
し・
て・
理
性
を
使
用
す
る
こ
と
と
解
し
て
い
る
。
私

が
〔
理
性
の
〕
私
的
使
用
と
名
づ
け
る
も
の
は
、
あ
る
人
が
彼
に
委
託
さ
れ
た
市・
民・
〔
公・
民・
〕
と・
し・
て・
の・
地
位
ま
た
は
職
務
に
お

い
て
許
容
さ
れ
る
理
性
使
用
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
公
共
体d

a
s g

em
ein
e W

esen

の
関
心
事
と
な
る
諸
業
務
に
は
一
定

の
機
構M

ech
a
n
ism

が
必
要
で
あ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
公
共
体
の
若
干
の
成
員
た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
受
動
的
な
態
度

を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

後
者
の
場
合
に
は
、
議
論
す
るra

iso
n
n
ieren

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
ず
、
服
従
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
機
構M
a
sh
cin
e

に
属
す
る
同
じ
成
員
た
ち
が
、〔
機
構
の
一
員
で
あ
る
と
〕
同
時
に
自
ら
を
一
つ
の
公

共
体
全
体ein g

a
n
zes g

em
ein
es W

esen

の
成
員
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
更
に
、
世
界
市
民
社
会W

eltb
u
rg
erg

esellsch
a
ft

の

成
員
と
見
な
す
か
ぎ
り
は
、
従
っ
て
書
物
を
通
し
て
本
来
の
意
味
に
お
け
る
公
衆
に
語
り
か
け
る
学
者
の
資
格
に
お
い
て
そ
う
す

る
か
ぎ
り
は
、
か
れ
ら
は
議
論
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
議
論
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
等
が
受
動
的
成
員
と
し
て
〔
機
構
の
〕

一
部
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
諸
業
務
に
支
障
を
来
す
わ
け
で
は
な
い
。」（

K
a
n
t
1977a

,
S
. 55f.

訳

二
八
〜
二
九
頁
）。

カ
ン
ト
は
市
民
社
会
を
、
国
家
を
設
立
す
る
市
民
社
会
と
国
家
を
越
え
る
世
界
市
民
社
会
と
い
う
二
段
階
構
成
を
持
つ
も
の
と
し

て
構
想
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
の
市
民
社
会
は
、
現
存
す
る
諸
国
家
と
し
て
実
定
化
さ
れ
て
い
る
市
民
社
会
で
あ
る
が
、
後
者

は
た
だ
理
念
と
し
て
の
み
存
在
す
る
市
民
社
会
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
理
念
と
し
て
で
あ
れ
、
諸
個
人
が
「
世
界
市
民
社
会
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の
成
員
」
と
し
て
理
性
を
「
公
的
に
使
用
す
る
」
自
由
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
人
が
所
属
す
る
国
家
の
「
公
的
」
な
政

治
的
活
動
全
般
を
厳
し
く
監
視
し
、そ
れ
を
随
時
批
判
す
る
と
い
う
課
題
が
市
民
社
会
の
仕
事
と
し
て
開
拓
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
、

限
り
な
く
大
き
い
。
カ
ン
ト
の
「
世
界
市
民
社
会
」
論
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
そ
の
市
民

社
会
論
と
し
て
の
重
要
性
と
輝
き
を
増
し
て
き
て
い
る
と
言

16
）

え
る
。

B
u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

を
市
民
社
会
か
ら

市
民
社
会

へ
と
転
換
さ
せ
た
功
績
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
帰
せ
ら
れ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
の
革
命
的
意
義
は
、
西
欧
近
代
社
会
に
進
行
し
て
い
た
市
民
社
会
の
意
味
喪
失
過
程
を
、
そ
し
て
そ
れ

に
代
わ
っ
て
政
治
的
国
家
｜
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
｜
家
族
と
い
う
新
し
い
三
項
的
状
況
が
成
立
し
て
き
た
過
程
を
ほ
と
ん

ど
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
理
論
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
点
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
第
三
部
「
人
倫S

ittlich
k
eit

」
の

三
部
構
成
に
そ
れ
は
見
事
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
偉
大
さ
は
、
従
っ
て
、
彼
が
市
民
社
会
論
を
展・
開・
し
た
こ
と
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
放・
棄・
し
た
こ
と
に
求
め
る
べ
き
で

17
）

あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
に
お
け
るb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

は
、
市
民
社
会civ

il so
ciety

で
は
な
く
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
成
立
下
に
お
け
る

市
民
社
会

を
意
味
し
て
い
る
。

「〔
考
察
の
〕
対
象
は
、〔
抽
象
的
〕
法
に
お
い
て
は
人
格
、
道
徳
的
立
場
で
は
主
体
、
家
族
で
は
家
族
成
員
、

市
民
社
会

d
ie

 
b
u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

で
は
一
般
にB

u
rger

bou
rgeoi s

と
し
て
の
）
で
あ
る

。」（
190

A
n
m
.,
H
eg
el
1970,

S
.

348）

。

こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
彼
の
理
解
す
る

市
民
社
会

の
構
成
員
た
るB

u
rg
er

が
、
市
民cito

y
en

で
は
な
く

市
民

b
o
u
rg
eo
is

で
あ
る
と
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
る
。
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こ
の
全
面
的
依
存
性
の
体
制
は
、
さ
し
あ
た
り
、
外・
的・
国・
家・d

er au
ssere S

taat

｜
つ
ま
り
強・
制・
国・
家・N

otstaat

お
よ
び
悟・
性・

国・
家・V

erstan
d
esstaat

｜
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。」（

183,
ib
id
.
S
. 340）

。

諸
個
人
は
、
こ
の
外
的
国
家
の

市
民

B
u
rg
er

と
し
て
は
、
自
分
自
身
の
諸
利
益
を
目
的
と
す
る
私・
的・
諸・
人・
格・P

rivatper-

son
en

で
あ
る
。」（

187,
ib
id
.
S
. 343）

。

「
自
分
自
身
の
諸
利
益
を
目
的
と
す
る
私
的
諸
人
格
」
と
し
て
の
「
市
民
」
と
は
、
市
民cito

y
en

で
は
な
く

市
民

b
o
u
rg
eo
is

で
あ
る
。

「

市
民
社
会

は
、
家
族
と
国
家
の
間
に
は
さ
ま
る
差
別
態
で
あ
る
。と
は
い
え

市
民
社
会

の
形
成
は
、
国
家
の
形
成
よ

り
も
後
に
行
な
わ
れ
た
。
と
い
う
の
は

市
民
社
会

は
差
別
態
と
し
て
は
国
家
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

市
民
社

会

の
創
造
は
現
代
世
界
に
属
す
る
。」(
182

Z
u
sa
tz,

ib
id
.
S
. 339)

。

こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
主
張
し
て
い
る

市
民
社
会

に
対
す
る
国
家
の
概
念
的
先
行
性
は
、
歴
史
的
事
実
に
も
対
応
し
て
い
る
。

も
し
仮
にb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

が
市
民
社
会
の
訳
語
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
二
千
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
創
造
が
「
現
代
世
界
に
属
す
る
」b

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

は
、
市
民
社
会
で
は
あ
り
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
に
は
、
以
上
考
察
し
た
よ
う
な
欲
求
と
分
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

市
民
社
会

と
密
接

に
関
連
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
と
は
概
念
的
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
う
一
つ
の

市
民
社
会

の
規
定
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

諸
個
人
の
生
命
及
び
所
有
の
維
持
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
国
家
を

市
民
社
会

と
す
る
規
定
で
あ
る
。

国
家
が
た
ん
に
『

市
民
社
会

』
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
、
諸
個
人
の
生・
命・
と・
所・
有・
と・
の・
安・
全・
保・
障・
だ
け
が
国
家
の
終
局
目

的
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
場
合
、
そ
こ
に
は
と
ん
で
も
な
い
思
い
違
い
が
あ
る
。」(

324
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 492)

。

国
家
が
『

市
民
社
会

』
と
混
同
さ
れ
、
国
家
の
使
命
が
所
有
お
よ
び
人
格
的
自
由
の
安
全
と
保
護
に
置
か
れ
る
場
合
に
は
、
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各・
・々

の・
個・
・々

人・
の・
利・
益・
が
、
か
れ
ら
が
そ
の
た
め
に
一
体
化
さ
れ
る
最
終
目
的
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
国
家
の
成
員
で
あ
る

こ
と
は
任
意
の
事
柄
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
出
て
く
る
。」(

258
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 399)

。

こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
批
判
し
て
い
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
契
約
論
に
お
け
る
国
家
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
諸
個
人
が
自
ら
の

生
命
と
所
有
を
め
ぐ
っ
て
互
い
に
競
争
す
る
ア
リ
ー
ナ
で
あ
る

市
民
社
会

そ
れ
自
体
と
、
国
家
が
「
諸
個
人
の
生
命
と
所
有
と

の
安
全
保
障
」
を
最
終
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
来
、
性
格
を
異
に
す
る
二
つ
の
事
柄
で
あ

る
。
前
者
は
、
国
家
の
外
部
に
存
在
す
る
経
済
的
社
会
の
規
定
で
あ
り
、
後
者
は
、
政
治
的
社
会
の
一
類
型
と
し
て
の
国
家
の
一
規

定
（
た
と
え
ヘ
ー
ゲ
ル
が
そ
れ
に
反
対
で
あ
る
と
し
て
も
）
で
あ
る
。
前
者
は
、civ

il so
ciety

,
so
ciete

civ
ile

と
翻
訳
す
る
こ

と
が
で・
き・
な・
い・

市
民
社
会

で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
よ
う
に
翻
訳
す
る
こ
と
が
で・
き・
る・
市
民
社
会
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の

市
民
社
会

は
、
経
済
的
社
会
と
し
て
の

市
民
社
会

と
国
家
の
一
類
型
と
し
て
の
市
民
社
会
を

共
に

市
民
社
会

と
い
う
同
一
概
念
に
よ
っ
て
表
現
さ
せ
た
た
め
に
、
概
念
の
混
乱
状
態
を
引
き
起
こ
し
て

18
）

い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の

市
民
社
会

お
よ
び
「
国
家
」（
注
一
八
参
照
）
が
経
済
的
領
域
と
政
治
的
領
域
の
両
方
に
ま
た
が
る
概
念
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
筆
者
は
「
概
念
の
混
乱
状
態
」
と
呼
ん
だ
が
、
し
か
し
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
は
こ
れ
を
意
図
的
に
、
あ
る
一
つ
の
目
的
を
も
っ

て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
と
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
近
代
社
会
の
政
治
理
論
か
ら
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
概
念
お
よ
び
シ

ト
ワ
イ
ヤ
ン
を
主
体
的
構
成
員
と
す
る
市
民
社
会
概
念
を
清
算
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
こ
と
の

証
明
を
試
み
た
い
。

最
初
に
、
先
に
引
用
し
た
第
一
九
〇
節
か
ら
の
引
用
に
対
し
て
素
朴
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な

内
容
で
あ
っ
た
。

〔
考
察
の
〕
対
象
は
、〔
抽
象
的
〕
法
に
お
い
て
は
人
格
、
道
徳
的
立
場
で
は
主
体
、
家
族
で
は
家
族
成
員
、

市
民
社
会

d
ie
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b
u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

で
は
一
般
に

市・
民・

B
u
rger

bou
rgeois

と
し
て
の
）
で
あ
る

。」（
190

A
n
m
.
Ib
id
.
S
.

348）
。

「
素
朴
な
疑
問
」
と
は
、『
法
哲
学
』
が
全
三
部
構
成
か
ら
な
り
、
第
三
部
が
三
章
構
成
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
上

の
引
用
に
お
い
て
、
第
一
部
「
抽
象
的
法
」
に
お
い
て
は
「
人
格
」、
第
二
部
「
道
徳
」
に
お
い
て
は
「
主
体
」、
第
三
部
の
第
一
章

「
家
族
」
に
お
い
て
は
「
家
族
成
員
」、
そ
の
第
二
章
「

市
民
社
会

」
に
お
い
て
は
「

市
民

（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
し
て
の
）」
が
考

察
の
対
象
と
な
る
と
ま
で
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
最
終
章
「
国
家
」
に
お
い
て
は
「
誰
」
が
考
察
の
対
象
と
な
る
の
か
、
何
も
語
っ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
以
外
の
同
時
代
の
政
治
理
論
家
（
例
え
ば
カ
ン
ト
）
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
「
市
民
（
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
の
）」
が
挙

げ
ら
れ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
そ
れ
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
第
一
九
〇
節
の
引
用

文
の
中
に
、
第
三
部
第
三
章
「
国
家
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
存
在
し
な
い
の
は
、
こ
の
節
が
た
ま
た
ま
第
二
章
の
冒
頭
部
分
に
あ
り
、

後
続
す
る
第
三
章
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
好
意
的
な
「
解
釈
」
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
だ

と
す
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
第
三
部
第
三
章
の
ど
こ
か
で
「
市
民
（
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
の
）」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
も
良
さ
そ
う

な
も
の
で
あ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
市
民
（
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
の
）」
と
い
う
用
語
は
一
度
も
用
い
て
い
な
い
。「
シ
ト
ワ
イ
ヤ

ン
と
し
て
の
」
と
い
う
但
し
書
き
を
付
け
た
方
が
良
い
よ
う
な
文
章
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ
う
し
て
い
な

い
。

義
務
と
権
利
と
が
一
体
化
す
る
と
い
う
概
念
こ
そ
、
最
も
重
要
な
諸
規
定
の
一
つ
で
あ
り
、
諸
国
家
の
内
的
な
強
さ
を
含
ん
で

い
る
。

個
人
は
、
義
務
の
面
か
ら
見
れ
ば
臣
民
に
過
ぎ
な
い
が
、
市・
民・
と
し
て
は
、
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
人
格
と
所
有
と
を
保
護
し
て
も
ら
い
、
自
分
の
特
殊
な
福
祉
に
配
慮
し
て
も
ら
い
、
そ
し
て
自
己
の
実
体
的
本
質
を
満
足
さ
せ
、
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こ
の
全
体
〔＝

国
家
〕
の
成
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
と
自
己
感
情
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
国
家
は
、
個
人
が
彼
の
諸
義
務
を

国
家
に
対
す
る
給
付
お
よ
び
職
務
と
し
て
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
維
持
さ
れ
存
続
す
る
の
で
あ
る
。」(

261
A
n
m
.ib
id
.S
.

409
傍
点
は
筆
者
）。

一
人
の
父
親
が
自
分
の
息
子
を
倫
理
的
に
教
育
す
る
最
善
の
仕
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
時
、
あ
る
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
派
の
学
者
は
、

こ
う
答
え
た
。『
そ
れ
は
、
息
子
さ
ん
を
良
い
法
律
を
持
っ
た
国
家
の
市・
民・
に
な
さ
る
こ
と
で
す
よ
』
と
。」(

153
A
n
m
.
ib
id
.

S
. 303

傍
点
は
筆
者
）。「
あ
る
良
い
国
家
の
市・
民・
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
は
初
め
て
お
の
れ
の
権
利
を
得
る
に
至
る
の
で

あ
る
。」(

153
Z
u
sa
tz,

ib
id
.
S
. 303

傍
点
は
筆
者
）。

上
の
引
用
に
お
い
て
傍
点
を
付
し
た
「
市
民
」
は
、
す
べ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
は
な
く
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
の
市
民
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
。

『
イ
エ
ー
ナ
精
神
哲
学

一
八
〇
五
｜
〇
六
年
』
に
お
い
て
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ま
だ
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
じ
個
人
が
、
自
分
お
よ
び
自
分
の
家
族
の
た
め
に
労
働
し
、
契
約
を
結
ぶ
な
ど
の
こ
と
を
す
る
の
と
同
様
に
、
普
遍
的
な
も

の
の
た
め
に
も
労
働
し
、
こ
れ
を
目
的
と
す
る
。
個
人
は
、
前
者
の
面
か
ら
見
れ
ば
ブ・
ル・
ジ・
ョ・
ワ・
で
あ
り
、
後
者
の
面
か
ら
見
れ

ば
シ・
ト・
ワ・
イ・
ヤ・
ン・
で
あ
る
。」（

H
eg
el
1969,

S
. 249）

。

『
イ
エ
ー
ナ
精
神
哲
学
』
に
お
い
て
は
、
個
人
は
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
は
じ
め
て
「
普
遍
的
な
も
の
の
た
め
に
労
働
す
る
」
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
は
、
個
人
は
「
普
遍
的
な
も
の
の
た
め
に
労
働
す
る
」
が
、
そ
れ
は
も
は
や
シ
ト
ワ

イ
ヤ
ン
と
し
て
の
資
格
を
必
要
と
は
し
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
構
想
し
た
も
の
は
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
概
念
を
登

場
さ
せ
な
い

市
民
社
会

｜
国
家
の
理
論
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
社
会
概
念
を
近
代
社
会
の
政
治
理
論
か
ら
放
逐
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
企
図
は
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
は
実
現
さ
れ
た
と
い
え
る
）。
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こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
『
法
哲
学
』
第
三
部
第
三
章
「
国
家
」
に
お
け
る
市
民
の
存
在
性
格
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
た
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
立
法
権d

ie g
esetzg

eb
en
d
e G

ew
a
lt

」
に
関
す
る
節
に
お
い
て
フ
ォ
ル
ク
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
の
フ
ォ
ル
ク
に
は
、
人
民
、
国
民
、
民
衆
、
民
族
な
ど
多
く
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え

ず
「
国
民
」
と
い
う
訳
語
を
充
て
た
。

普
通
の
意
識
〔
常
識
〕
が
、
議
会S

ta
n
d
e

の
同
意
を
得
る
こ
と
の
必
要
性
と
有
用
性
に
つ
い
て
さ
し
あ
た
り
通
例
抱
い
て
い
る

観
念
は
、
と
り
わ
け
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
国
民d

a
s V

o
lk

か
ら
選
ば
れ
た
代
議
士
た
ち
は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
国
民
で
さ
え
も
、

国
民
の
福
利sein B

este
に
役
立
つ
も
の
は
何
か
を
最・
も・
良・
く・
理・
解・
し・
て・
い・
る・
に・
違・
い・
な・
い・
と・
い・
う・
観・
念・
、
そ
し
て
国
民
は
、
こ

の
福
利
に
対
し
て
疑
い
も
な
く
最
善
の
意
志
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
の
観
念
に
関
し
て
言
え
ば
、

実
情
は
む
し
ろ
逆
で
あ
っ
て
、
国
民
と
は
、
こ
の
言
葉
が
一
つ
の
国
家
の
構
成
員
の
あ
る
特
殊
な
部
分
を
言
い
表
す
時
に
は
、
自・

分・
が・
何・
を・
欲・
し・
て・
い・
る・
の・
か・
を・
知・
ら・
な・
い・
部
分
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
が
欲
す
る
も
の
を
知
る
こ
と
、
ま
し
て
や
、

即
か
つ
対
自
的
に
存
在
す
る
意
志
で
あ
る
理
性
が
欲
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、深
い
認
識
と
洞
察
の
果
実
な
の
で
あ
っ
て
、

こ
う
い
う
こ
と
は
国
民
の
本
分
で
は
な
い
の
だ
。

他
方
、
一
般
的
な
福
利
に
対
し
て
議
会
は
格
別
に
善・
い・
意・
志・
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
第
二
の
観
念
に
関
し
て
言
え
ば
、

政
府
の
側
に
悪
意
や
余
り
善
く
な
い
意
志
が
あ
る
と
前
提
し
て
か
か
る
こ
と
は
、
賤

民
の
見
方
、
総
じ
て
否
定
的
な
も
の
の
立
場
に
属
す
る
。」(

301
A
n
m
.
H
eg
el
1970,

S
. 469f. )

。

こ
こ
で
「
国
民
」
と
は
、
選
挙
を
通
し
て
代
議
士
を
選
出
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
有
権
者
層
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
が
、
こ
の

「
国
民
」
は
「
深
い
認
識
と
洞
察
」
に
欠
け
て
お
り
「
自
分
が
何
を
欲
し
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
い
部
分
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
有
権
者
の
投
票
行
動
が
、
事
実
認
識
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
面
を
持
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を「
国
民
」

の
本
質
に
関
わ
る
規
定
と
し
て
立
て
て
し
ま
え
ば
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
の
国
民
の
存
在
性
格
そ
れ
自
体
が
原
理
的
に
否
定
さ
れ
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て
し
ま
う
。

こ
れ
に
対
し
て
「
国
民
の
福
利

を
最
も
良
く
理
解
し
て
い
る
」
社
会
層
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
最
も
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、

「
最
高
位
の
国
家
官
僚
た
ち
」
で
あ
っ
た
。

最
高
位
の
国
家
官
僚
た
ちd

ie h
o
ch
sten S

ta
a
tsb
ea
m
ten

の
ほ
う
が
、
国
家
の
機
構
や
要
求
の
本
性
に
つ
い
て
よ
り
深
く
、

か
つ
よ
り
包
括
的
な
見
識
を
必
然
的
に
備
え
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
職
務
に
関
す
る
よ
り
大
き
な
技
能
と
習
慣
を
必
然
的

に
備
え
て
お
り
、
議
会
が
な
く
て
も
彼
等
は
、
最
善
の
こ
と
を
な
す
こ
と
が
で・
き・
る・
。

議
会
以
外
の
国
家
諸
制
度
の
う
ち
に
は
、

公
共
的
福
祉
と
理
性
的
自
由
の
保
障
が
議
会
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。」(

301
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 469f. )

。

国
家
に
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
諸
法
律
や
諸
施
策
に
つ
い
て
適
切
な
決
定
を
下
す
と
い
う
、
通
常
立
法
府
に
属
す
る
と

見
な
さ
れ
て
い
る
諸
機
能
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
ら
は
、
行
政
府
の
高
位
官
僚
た
ち
の
方
が
、
は
る
か
に
優
れ
た
能
力
と
経
験
を

持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
国
家
意
志
を
適
切
に
審
議
し
決
定
す
る
た
め
の
議
会
の
「
必
要
性
」
や
「
有
用
性
」
を
云
々
し
て
も
、
ほ
と

ん
ど
意
味
が
な
い
。

そ
れ
で
は
、
議
会
の
存
在
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ゆ
え
議
会
本
来
の
概
念
規
定
は
、
普
遍
的
自
由
の
主
観
的
契
機
す
な
わ
ち

市
民
社
会

と
呼
ば
れ
た
領
域
自
身
の
洞
察

と
意
志
と
が
、
議
会
と
い
う
形
で
国・
家・
と・
の・
関・
連・
に・
お・
い・
て・
存・
在・
す・
る・
に
至
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
〔
主
観
的
〕
契
機
が
総
体
性
に
ま
で
展
開
さ
れ
た
理
念
の
一
契
機
〔
と
し
て
不
可
欠
〕
で
あ
る
と
い
う
こ
の
内
的
必
然
性
を
〔
国

家
に
対
す
る
議
会
の
〕
外
的
な
必
要
性
や
有
用
性
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い

。」(
301

A
n
m
.
ib
id
.
S
. 471)

。

議
会
の
役
割
は
、「

市
民
社
会

と
呼
ば
れ
た
領
域
自
身
の
洞
察
と
意
志
と
が
、
議
会
と
い
う
形
で
国
家
と
の
関
連
に
お
い
て
存

在
す
る
に
至
る
」
と
い
う
た
だ
こ
の
一
点
に
見
出
さ
れ
る
。

市
民
社
会

を
代
表
す
る
契
機
で
あ
る
「
普
遍
的
自
由
の
主
観
的
契
機
」
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が
、
議
会
と
い
う
制
度
の
お
陰
で
、
国
家
の
中
に
し
か
る
べ
き
居
場
所
を
持
つ
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
理
念
が
「
総
体
性
に
ま

で
展
開
」
さ
れ
る
と
い
う
課
題
が
成
就
す
る
こ
と
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
重
要
な
の
で
あ
る
。

行
政
権
力
は
立
法
府
を
通
じ
て
国
民
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な
け
れ
ば
腐
敗
す
る
と
い
う
三
権
分
立
の
思
想
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
国
家

の
理
念
的
一
体
性
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
繰
り
返
し
批
判
す
る
。
政
府
の
側
に
国
民
の
福
祉
を
裏
切
る
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
と
前

提
し
て
か
か
る
の
は
「
賤
民
の
見
方
」
で
あ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
言
う
。

議
会
の
本
来
の
意
味
を
な
す
も
の
は
、
国
家
が
議
会
を
通
し
て
国
民
の
主
観
的
意
識
の
中
に
入
り
込
ん
で
行
く
と
と
も
に
、
国

民
が
国
家
に
関
与
し
始
め
る
こ
と
で
あ
る
。」(
301

Z
u
sa
tz,

ib
id
.
S
. 471)

。

議
会
と
い
う
制
度
は
、
議
会
を
通
し
て
国
家
の
案
件
が
そ・
れ・
自・
体・
と・
し・
て・an

 
sich

最
も
良
く
審
議
さ
れ
決
定
さ
れ
る
と
い
う

使
命
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
面
に
つ
い
て
は
議
会
と
い
う
制
度
は
付
足
しein Z

u
w
a
ch
s

〔
不
可
欠
の
制
度
で
は
な
い
が
、

そ
れ
が
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
少
は
役
に
立
つ
も
の
〕
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
制
度
の
独
特
な
使
命
は
、
統
治
に
関
与
し
て
い

な
い

市
民
社
会

の
諸
成
員
の
た
め
に
議
会
が
一
般
的
諸
案
件
に
つ
い
て
と
も
に
知
り
、
と
も
に
協
議
し
、
と
も
に
決
定
す
る

と
い
う
形
で
、
形・
式・
的・
自
由
の
契
機
が
そ
の
権
利
を
得
る
と
い
う
点
に
あ
る
。」(

314
ib
id
.
S
. 482)

。

議
会
の
存
在
理
由
は
、

市
民
社
会

の
成
員
達
が
自
分
た
ち
も
ま
た
「
国
家
に
関
与
し
て
い
る
」
と
い
う
自
己
意
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
点
に
あ
る
。
し
か
も
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

市
民
社
会

の
成
員
た
ち
が
議
会
を
媒
介
と
し
て
国
家
に
関
与
す
る
際
に
、
シ
ト
ワ

イ
ヤ
ン
と
し
て
審
議
し
決
定
に
参
加
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
、「
私
的
身
分
」の
ま
ま
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し
て

そ
の
ま
ま
政
治
的
意
義
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

普・
遍・
的・
身
分
、
よ
り
詳
し
く
は
統・
治・
の・
勤・
め・
に
献
身
す
る
身
分
は
、
自
ら
の
使
命
に
お
い
て
直
接
に
、
普
遍
的
な
も
の
を
自
分

の
本
質
的
な
活
動
の
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、〔
こ
れ
に
対
し
て
〕立
法
権
の
議・
会・
的・
要
素
に
お
い
て
は
、
私・
的・
身・
分・
が
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一
つ
の
政・
治・
的・
意・
義・
と
政
治
的
働
き
と
を
獲
得
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。」(
303

ib
id
.
S
. 473)

。

前
に
引
用
し
た『
イ
エ
ー
ナ
精
神
哲
学
』か
ら
の
引
用
に
お
い
て
は
、「
普
遍
的
な
も
の
の
た
め
に
労
働
し
、
こ
れ
を
目
的
と
す
る
」

主
体
が
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
は
、「
普
遍
的
な
も
の
を
自
分
の
本
質
的
な
活
動
の
目
的
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
は
「
普
遍
的
身
分
」（
官
僚
、
軍
人
、
裁
判
官
）
だ
け
で
あ
る
。
他
方
、
普
通
の

市
民

は
「
私
的
身
分
」

（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
）
の
ま
ま
で
「
政
治
的
意
義
と
政
治
的
働
き
と
を
獲
得
す
る
」
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
。

市
民

が
「
私
的
身
分
」（
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
）
の
ま
ま
で
「
政
治
的
意
義
と
政
治
的
働
き
と
を
獲
得
す
る
」
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
立
法
府
に
は

市
民
社
会

に
お

け
る
経
済
的
諸
身
分
の
区
別
が
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
実
体
的
身
分
」（
土
地
貴
族
）
は
上
院
に
、「
反
省
的
身
分
」

（
商
人
、
製
造
業
者
、
手
工
業
者
）
は
下
院
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
る
。

他
方
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

市
民
社
会

を
構
成
す
る
諸
個
人
が
シ・
ト・
ワ・
イ・
ヤ・
ン・
と
し
て
政
治
的
諸
問
題
に
関
し
て
発
言
し
行
動
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
方
を
「
原
子
論
的
で
抽
象
的
な
見
方
」
で
あ
る
と
繰
り
返
し
批
判
し
て
い
る
。

フ
ォ
ル
ク
〔
民
衆
、
人
民
、
国
民
、
民
族
な
ど
様
々
な
意
味
を
持
つ
〕
を
個
々
人
と
し
て
の
多・
数・
の・
人・
・々

と
理
解
す
る
こ
と
が

世
間
で
は
好
ま
れ
て
い
る
が
、
多
数
の
人
々
と
は

一
つ
の
定
形
を
欠
い
た
大
衆ein

e fo
rm
lo
se M

a
sse

に
す
ぎ
な
い
。
彼
等

が
運
動
と
行
為
に
た
ち
あ
が
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
彼
等
が
定
形
を
欠
い
て
い
る
が
故
に
、
ひ
た
す
ら
解
体
的
で
あ
り

没
理
性
的
で
あ
り
野
性
的
で
恐
怖
す
べ
き
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。」(

303
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 473)

。

す
べ
て
の
人
々
が
国
家
の
構
成
員
で
あ
り
、
国
家
の
諸
案
件
は
す・
べ・
て・
の・
人・
・々

の・
諸
案
件
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
す・
べ・
て・
の・
人・
・々

が
個
々
人
と
し
て
国
家
の
一
般
的
諸
案
件
の
審
議
と
決
議
と
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る

と
す
る
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一・
切・

の・
理・
性・
的・
形・
式・
を・
抜・
き・
に・
し・
て・
国
家
有
機
体
の
内
に
民
主
主
義
的
要
素
を
持
ち
込
も
う
と
す
る
考
え
方
の
こ
と
で
あ
る
。」(

308

A
n
m
.
ib
id
.
S
. 477)

。
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市
民

が
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
政
治
に
関
与
す
る
際
に
は
、
自
分
が

市
民

と
し
て
職
業
上
所
属
し
て
い
る
身
分
や
職

業
団
体
の
利
害
を
括
弧
に
入
れ
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
公
共
的
利
益
の
立
場
か
ら
判
断
し
行
動
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
市

民
社
会
論
の
常
識
で
あ
っ
た
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
い
か
な
る
資
格
に
お
い
て
で
あ
れ
個
人
が
個・
人・
と・
し・
て・
政・
治・
的・
に・
登・
場・
す・
る・
余
地

を
与
え
る
な
ら
ば
、
政
治
は
諸
個
人
の
主
観
的
恣
意
が
跋
扈
す
る
カ
オ
ス
に
陥
り
、
有
機
体
と
し
て
の
国
家
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
う

と
考
え
た
。

市
民
社
会

に
お
い
て
諸
個
人
は
折
角
そ
れ
ぞ
れ
職
業
団
体
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
自
分
の
所
属
す
る
団
体
の
一

員
と
し
て
思
考
し
行
動
す
る
と
い
う
「
教
養
」
を
修
得
し
た
の
だ
。
団
体
の
一
員
と
し
て
振
る
舞
う
と
い
う
「
教
養
」
は

市
民

た
ち
が
政
治
的
生
活
に
参
加
す
る
時
に
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
だ
、
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
張
で
あ
っ
た
。

〔

市
民
社
会

に
お
い
て
〕
せ
っ
か
く
諸
団
体K

reise

と
い
う
形
で
共
同
体G

em
w
in
w
esen

が
既
に
存
在
し
て
い
る
の
に
、

そ
れ
ら
が
政
治
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
最
高
の
具
体
的
普
遍
性
の
立
場
へ
と
入
り
込
ん
で
行
く
場
合
に
は
、
諸
共
同
体
を
も
う
一

度
多
数
の
諸
個
人
に
分
解
す
る
と
い
う
考
え
方
〔
ル
ソ
ー
や
カ
ン
ト
の
考
え
方
〕
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
さ
に
、

市
民
的

生
活

と
政
治
的
生
活
を
互
い
に
分
離
さ
せ
、
政
治
的
生
活
を
い
わ
ば
宙
に
浮
か
せ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
に

よ
れ
ば
、
政
治
的
生
活
の
土
台
は
恣
意W

ilk
u
h
r

や
私
見M

ein
u
n
g

と
い
う
抽
象
的
な
個
別
性
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
偶
然
的
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
種
の
諸
理
論
の
考
え
方
に
お
い
て
は
、
総
じ
て

市・
民・
社
会

の
諸・
身・
分・

と
政・
治・
的・
意
味
を
持
つ
諸・
身・
分・
と
が
互
い
に
著
し
く
分
離
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、〔「

市
民
的

」
と
「
政
治
的
」
と
い
う
〕

こ
の
言
葉
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
に
か
く
以
前
に
は
存
在
し
て
い
た
両
者
の
〔
意
味
上
の
〕
合
一
を
今
な
お
保
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。」(

303
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 474)

。

上
の
引
用
文
の
最
後
の
文
章
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
特
有
の
老
獪
な
ト
リ
ッ
ク
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

「

市
民
的

b
u
rg
erlich

」
と
「
政
治
的p

o
litisch

」
い
う
言
葉
を
「
互
い
に
分
離
」
せ
よ
と
主
張
し
て
い
る
人
（
ル
ソ
ー
、
カ
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ン
ト
）
が
い
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
語
源
的
に
同
義
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
だ
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
両
者

を
分
離
す
る
の
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
のb

u
rg
erlich

に
「
市
民

的civ
il

」
と
「

市
民
的

b
o
u
rg
eo
is

」
の
二
義
が
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た
狡
猾
な
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
以
前
に
お
い
て
「
市
民
的
」
と
「
政
治
的
」
が
一
致
し
て
い
た
の
は
、「
市
民
的
」
がciv

il

の
訳
語
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
法
哲
学
』
で
目
論
ん
で
い
る
こ
と
は
、b

o
u
rg
eo
is

の
訳
語
と
し
て
の
「

市
民
的

」
を
「
政
治
的
」

と
一
致
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。b

o
u
rg
eo
is

と
区
別
さ
れ
たciv

il

は
、『
法
哲
学
』の
体
系
内
で
は
肯
定
的
な
存
在
理
由
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
諸
個
人
は
、
自
ら
が
所
属
す
る
職
業
団
体
、
身
分
団
体
の
代
表
と
し
て
の
資
格
で
し・
か・
政
治
的
社
会
の
構

成
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

具
体
的
国
家
は
、
自・
ら・
の・
特・
殊・
な・
諸・
団・
体・
に・
分・
節・
化・
さ・
れ・
て・
い・
る・
全・
体・
で
あ
る
。
国
家
成
員
と
は
、
そ
の
よ
う
な
身・
分・
に
属
す

る
一・
成・
員
〔
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
で
は
な
く
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
〕
で
あ
る
。
国
家
成
員
は
、
た
だ
こ
の
よ
う
な
〔
身
分
の
成
員
と
い
う
〕
客

観
的
規
定
に
お
い
て
の
み
、
国
家
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
総
じ
て
国
家
成
員
の
普
遍
的
規
定
に
は
、〔
一
〕私・
的・
人・

格・
で
あ
る
こ
と
と
も
に
、〔
二
〕思・
考・
す・
る・
者・
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
を
意
識
し
意
欲
す
る
と
い
う
二
重
の
契
機
が
含
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
普
遍
的
な
も
の
を
意
識
し
意
欲
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
特
殊
性
｜
そ
し
て
特
殊
性
と
は
〔
国
家
成
員
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し

て
の
〕
特
殊
な
身
分
お
よ
び
規
定
〔
使
命
〕
の
こ
と
で
あ
る
｜
で
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、

充
実
し
、
現
実
に
生
気
に

満
ち
た
も
の
と
な
る
。

従
っ
て
個
人
は
、
普・
遍・
的・
な・
も・
の・
に
対
す
る
自
分
の
現
実
的
か
つ
生
気
に
満
ち
た
使
命
を
ま
ず
も
っ
て

職
業
団
体
、
地
方
自
治
体
等
の
自
分
の
所
属
す
る
領
域
に
お
い
て
達
成
す
る
の
で
あ
る
。」(

308
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 477)

。

こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、国
会
議
員
を
有
権
者
が
所
属
す
る
職
業
団
体
ご
と
に
選
挙
す
る
方
式
を
提
案
す
る
。
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そ
の
場
合
、
議
員
選
挙
は
い
わ
ば
各
業
界
の
利
益
代
表
者
を
選
出
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

代
議
士
が
代・
表・
者・
と
見
な
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
こ
と
が
一
つ
の
有
機
的
に
理
性
的
な
意
味
を
持
つ
の
は
た
だ
、
代
議
士
が
個・
・々

人・
の
代・
表・
者・
、
多
数
の
衆
の
代
表
者
で
は
な
く
、〔

市
民

〕
社
会
の
本
質
的
諸・
領・
域・
の
一
つ
の
代・
表・
者・

で
あ
る
場
合
だ
け
で

あ
る
。」(

311
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 480)

。

各
職
業
団
体
の
構
成
員
が
、
自
分
た
ち
の
団
体
の
特
殊
な
要
求
、
特
殊
な
利
害
に
精
通
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
を
代
議
士
と
し
て

選
出
し
、
議
会
に
派
遣
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
選
挙
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
余
計
な
こ
と
で
あ
る
か
、
私
見
と
恣
意
と
の
と
る

に
足
ら
な
い
遊
び
に
帰
着
す
る
」(

311
ib
id
.
S
. 480)

。

団
体
精
神d

er K
o
rp
o
ra
tio
n
sg
eist

は
、
そ
れ
が
国
家
の
も
と
に
〔
団
体
の
〕
特
殊
な
諸
目
的
を
維
持
す
る
手
段
を
持
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
団
体
精
神
と
し
て
あ
り
な
が
ら
同
時
に
国
家
精
神d

er G
eist d

es S
ta
a
ts

へ
と
転
化
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、

市

民

た
ち
の
愛
国
心
の
秘
密
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

市
民

た
ち
は
、
国
家
が

市
民

た
ち
の
特
殊
な
諸
領
域
お
よ
び
そ
れ

ら
の
権
限
、
権
威
と
福
祉
と
を
維
持
し
て
く
れ
る
が
故
に
、

市
民

た
ち
が
国
家
を
自
分
の
実
体
と
し
て
知
る
と
い
う
面
か
ら
し

て
、

市
民

た
ち
は
愛
国
心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。」(

289
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 458)

。

「
団
体
精
神
」
を
多
少
洗
練
し
て
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
国
家
精
神
」
へ
と
昇
格
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
が

市
民

た
ち
に
要
求
し
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
で
あ
っ
た
。

市
民

た
ち
は
議
会
に
お
い
て
も
自
分
が
所
属
す
る
職
業
団
体
の
利
害
代

表
者
と
し
て
行
動
す
れ
ば
よ
い
。
国
家
が
職
業
団
体
の
あ
く
ま
で
も
特
殊
な
利
益
の
維
持
の
た
め
に
腐
心
す
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、

市
民

た
ち
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し
て
「
愛
国
心
」
を
抱
く
よ
う
に

19
）

な
る
。

市
民
社
会

と
国
家
を
概
念
的
に
区
別
し
た
こ
と
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
の
功
績
と
し
て
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
、
学
問
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界
の
常
識
と
し
て
通
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
常
識
に
対
し
て
筆
者
は
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

第
一
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
以
前
の
政
治
理
論
家
が
「

市
民
社
会

と
国
家
を
同
義
と
見
な
し
て
い
た
」
と
言
わ
れ
る
場
合
、
国
家
と
等

置
さ
れ
た
市
民
社
会
はso

cieta
s civ

ilis

と
し
て
の
市
民
社
会
で
あ
っ
て

市
民
社
会

で
は
な
い
。
そ
も
そ
も

市
民
社
会

と

い
う
概
念
そ
れ
自
体
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
独
創
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
以
前
の
理
論
家
た
ち
は

市
民
社
会

と
国
家
を
等
置

す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。

第
二
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
カ
ン
ト
に
至
る
近
代
自
然
法
理
論
の
国
家＝

市
民
社
会
理
解
、
つ
ま
り
「
諸
個
人

の
生
命
お
よ
び
所
有
権
の
安
全
保
障
を
国
家
設
立
の
最
終
目
的
と
み
な
す
」
国
家
観
を
「
国
家
を

市
民
社
会

と
混
同
」
す
る
こ

と
だ
と
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
司
法
や
福
祉
行
政
を
経
済
的
分
業
の
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に

市
民
社
会

の
構
成
契
機
と
し
て
把
握
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
批
判
は
一
見
す
る
と
妥
当
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、「
諸
個
人
の
生
命
お
よ
び
所
有
権
の
安
全
保
障
」

が
「
国
家
設
立
の
最
終
目
的
」
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
国
家
を

市
民
社
会

と
取
り
違
え
た
た
め
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
で
は
な

く
、
そ
も
そ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
歴
史
的
産
物
で
あ
る
国
家
そ
れ
自
体
が
、
本
質
的
に
「
生
命
お
よ
び
所
有
権
の
安
全
保
障
」
以

外
の
設
立
目
的
を
認
め
な
い
政
治
制
度
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
法
哲
学
』
で
展
開
し
た
国
家
も
、
平
時
に
お
い
て

は
、

市
民

た
ち
の
所
有
の
保
護
と
福
祉
以
外
の
具
体
的
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
す
れ
ば
こ
の
事
態
を
「
国
家
を

市
民
社
会

と
混
同
す
る
こ
と
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
不
適
切
で
あ
る
。

第
三
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
論
理
構
成
に
お
い
て
、
国
家
は
た
し
か
に
制
度
上
は

市
民
社
会

か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
は
い
る

が
、
し
か
し
こ
の
区
別
は
、

市
民
社
会

の
構
成
員
の
政
治
的
権
利
お
よ
び
能
力
の
次
元
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
具
体
化
さ
れ
て
い

な
い
。

市
民
社
会

の
構
成
員
た
ち
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
し
て
の
存
在
規
定
の
ま
ま
で
（
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
し
て
の
活
動
空
間
を
保
証
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さ
れ
る
こ
と
な
く
）
国
家
的
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
国
家
と

市
民
社
会

を
「
取
り
違

え
」
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
方
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
国
家
と

市
民
社
会

と
の
区
別
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
市
民
社
会
論
に
と
っ
て

核
心
的
な
問
題
は
、
市
民
社
会
を
国
家
か
ら
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
市
民
社
会
概
念
を
社
会
理
論
か
ら
放
逐
し
た

こ
と
は
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
国
家
と
は
区
別
さ
れ
た
政
治
的
公
共
性
（
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
言
う
「
私
的
公
共
性
」
で
は

な
く
）
の
問
題
を
理
論
的
に
展
開
す
る
た
め
の
拠
点
を
奪
っ
て
し
ま
う
と
い
う
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

国
家
は
客
観
的
精
神
で
あ
る
か
ら
、
個
人
自
身
が
客
観
性
、
真
理
お
よ
び
倫
理
性
を
持
つ
の
は
、
彼
が
国
家
の
一
成
員
で
あ
る

限
り
で
の
こ
と
で
あ
る
。〔
諸
個
人
の
〕連・
合・V
erein

igu
n
g

そ
の
も
の
が
、
そ
れ
自
体
彼
等
の
真
実
な
内
容
お
よ
び
目
的
な
の
で

あ
り
、
あ
る
普
遍
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
彼
等
の
使
命
で
あ
る
。」(

258
A
n
m
.
ib
id
.
S
. 399)

。

上
の
引
用
に
お
い
て
「
あ
る
普
遍
的
な
生
活
を
送
る
」
た
め
に
諸
個
人
が
「
連
合
」（＝

連
帯
）
す
る
こ
と
が
諸
個
人
の
市
民
と
し

て
の
「
使
命
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
実
現
す
る
条
件
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
よ
う
に
「
国
家
の
一
成
員
で
あ
る
限
り
で
の
こ
と
」
に

限
定
し
な
い
こ
と
が
、
市
民
社
会
を
国
家
か
ら
区
別
す
る
た
め
の
前
提
な
の
で
あ
る
。

Ｆ

マ
ル
ク
ス
に
お
け
るb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

の
概
念
と
用
法

マ
ル
ク
ス
に
お
け
るb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

の
概
念
と
用
法
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
詳
論
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
稿
を
改
め
て
、
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
簡
単
な
見
取
り
図
を
提
示
す
る
こ
と
に
留

め
た
い
。
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マ
ル
ク
ス
のb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

の
概
念
と
用
法
は
、
基
本
的
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
マ
ル
ク
ス
のb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

は
、
市
民
社
会
で
は
な
く
、

市
民
社
会

で
あ
っ
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
違
い
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
あ
っ
て
は
経
済
的
領
域
と
政
治
的
領
域
に
ま
た
が
っ
て
構
想
さ
れ
て
い
た

市
民
社
会

が
、

マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
経
済
的
領
域
の
み
を
カ
バ
ー
す
る
概
念
と
し
て
純
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
のb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

が
市・
民・
社・
会・
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
例
を
挙
げ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
は
と
も
か
く
歴
史
に
唯
物
論
的
な
土
台
を
与
え
よ
う
と
す
る
最
初
の
試
み
を
な
し
た
。
と
い

う
の
は
、
彼
ら
が

市
民
社
会

d
ie b

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

の
歴
史
す
な
わ
ち
商
業
と
工
業
の
歴
史
を
初
め
て
書
い
た
か

ら
で
あ
る
。」（

M
a
rx et a

l.
2004,

S
. 13)

。

従
来
の
あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
諸
段
階
に
現
前
し
た
、
生
産
諸
力
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
そ
し
て
生
産
諸
力
を
制
約
し
か
え
す
と
こ
ろ

の
交
通
形
態
、そ
れ
が

市・
民・
社・
会・

で
あ
る
。

こ
の

市
民
社
会

こ
そ
が
歴
史
全
体
の
真
の
汽
罐
室
で
あ
り
舞
台
で
あ
る

。」

（
ib
id
.
S
. 23)

。

市
民
社
会

と
い
う
言
葉
は
、
所
有
諸
関
係
が
発
展
し
て
す
で
に
古
典
古
代
的
お
よ
び
中
世
的
な
共
同
社
会G

em
ein
w
esen

か
ら
抜
け
出
し
終
え
た
後
に
な
っ
て
、
一
八
世
紀
に
登
場
し
た
。

市
民
社
会

そ
の
も
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
共
に
初
め
て

発
展
す
る
。
生
産
お
よ
び
交
通
か
ら
直
接
に
発
展
す
る
社
会
組
織
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
、
国
家
お
よ
び
そ
の
他
の
観
念
的
上
部

構
造
の
土
台
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
社
会
組
織
も
引
き
続
き
〔

市
民
社
会

と
い
う
〕
同
じ
名
前
で
表
現
さ
れ
て
き
た
。」

（
ib
id
.
S
. 93)

。

市
民
社
会

は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
共
に
初
め
て
発
展
」
し
た
社
会
組
織
で
あ
り
、
用
語
と
し
て
は
「
一
八
世
紀
」
に
初
め

て
登
場
し
た
と
、
マ
ル
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
問
題
は
、「
一
八
世
紀
」
に

市
民
社
会

と
い
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う
用
語
が
初
め
て
登
場
し
た
時
、
そ
れ
は
い
か
な
る
用
語
と
し
て
登
場
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

物
質
的
生
活
諸
関
係
の
総
体
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
の
先
例
に
倣
っ
て
、『

市
民
社

会

』
の
名
の
下
に
総
括
し
て
い
る
。
こ
の

市
民
社
会

の
解
剖
学
は
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
内
に
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」（

M
a
rx

1980,
S
. 100)

。

こ
の

市
民
社
会

b
u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

を
市
民
社
会civ

il so
ciety

と
混
同
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、「
物
質
的
生
活
諸
関
係
の
総
体
」
を
市
民
社
会
と
見
な
し
た
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も

含
め
一
人
も
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
上
の
引
用
文
に
お
い
て
問
題
は
、
む
し
ろ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
「
先
例
」
と
し
て

役
だ
っ
た
と
い
う
「
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
」
がb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

に
対
応
す
る
原
語
と
し
て

い
か
な
る
用
語
を
使
用
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

英
語
圏
に
お
い
て
は
、civ

il so
ciety

と
区
別
さ
れ
たciv

ilized so
ciety

と
い
う
用
語
が
一
八
世
紀
に
登
場
し
て
い
た
こ
と
は
、

ス
ミ
ス
の
節
で
指
摘
し
た
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
に
お
い
て
は
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
対
置
す
る
概
念
使
用
法
が
定

着
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
市
民
社
会so

ciete
civ
ile

に
対
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会so

ciete
b
o
u
rg
eo
ise

が
対
置
さ
れ
る
。

し
か
し
「
文
明
化
さ
れ
た
社
会
」、「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
」
い
ず
れ
も
、
ド
イ
ツ
語
のb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

と
は
異
な
り
社

会
諸
科
学
の
基
軸
概
念
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
、
市
民
社
会
に
正
確
に
対
応
す
る
用
語

が
存
在
せ
ず
、
他
方
、
英
仏
圏
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
のb

u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

に
対
応
す
る
訳
語
が
存
在
し
な
い
と
い

う
奇
妙
な
状
況
が
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
に
は

市
民
社
会

と
は
区
別
さ
れ
た
市
民
社
会
概
念
が
存
在
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
マ
ル
ク
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ス
の
市・
民・
社・
会・
論・
は・
市・
民・
社・
会・
概・
念・
な・
き・
市・
民・
社・
会・
論・
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
ま
か
に
、
以
下
の

二
つ
の
形
態
を
取
っ
て
登
場
し
て
い
る
。

第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
初
期
の
諸
著
作
・
草
稿
に
お
い
て
、
政
治
的
国
家
に
独
特
な
「
社
会
」
概
念
を
対
置
し
て
い
る
が
、
こ

の
「
社
会
」
概
念
は
、
国
家
と
区
別
さ
れ
た
古
典
的
市
民
社
会
概
念
の
継
承
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
代
社
会
に

お
い
て
政
治
的
国
家
と
し
て

社
会
」か
ら
疎
外
さ
れ
た
人
間
の
社
会
的
力
を
「
社
会
」
の
手
に
再
び
取
り
戻
す
と
い
う
構
想
を
表
現

し
て
い
る
。

第
二
に
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
三

で
示
唆
し
た
「
必
要
性
の
国
」
と
「
自
由
の
国
」
の
区
別
は
、
実
は
、
古
典
的
市
民

社
会
論
に
お
け
る
ポ
リ
ス
と
オ
イ
コ
ス
の
区
別
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
由
の
国d

a
s R

eich d
er F

reih
eit

は
、
実
際
に
、
必
要N

o
t

お
よ
び
外
的
合
目
的
性
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
労
働
行
為
が

終
わ
る
と
こ
ろ
で
初
め
て
始
ま
る
。

必
要
性
の
国d

a
s R

eich d
er N

o
tw
en
d
ig
k
eit

の
向
こ
う
側
で
、
自
己
目
的
と
見
な
さ

れ
る
人
間
的
な
力
の
発
展
が
、
す
な
わ
ち
真
の
自
由
の
国
が
始
ま
る
。」（

M
a
rx

1894,
S
. 828)

。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
必
要
性
・
必
然
性
と
自
由
と
の
二
項
対
立
が
社
会
理
論
と
し
て
意
味
を
持
ち
続
け
る
限
り
、
た
と
え
市

民
社
会
と
い
う
用
語
が
登
場
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
古
典
的
市
民
社
会
論
の
継
承
と
い
う
意
義
を
持
ち
続
け
る
。
し
か
し

マ
ル
ク
ス
が
、「
自
由
の
国
」
に
お
け
る
「
自
己
目
的
と
見
な
さ
れ
る
人
間
的
な
力
の
発
展
」
の
具
体
的
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
、
西
欧
近
代
に
お
け
る
市
民
社
会
概
念
の
意
味
喪
失
の
深
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
近
代
人
は
も
は
や
古
典

古
代
の
市
民
た
ち
の
よ
う
に
「
政
治
活
動
を

自
己
目
的
と
し
て
）行
う
」
と
は
言
え
な
い
状
況
の
中
に
生
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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Ｇ

二
〇
世
紀
西
欧
に
お
け
る
市
民
社
会
概
念
の
再
生
の
試
み
｜
グ
ラ
ム
シ
｜

市
民
社
会
は
、（
一
）そ
れ
が
経
済
社
会
の
利
害
関
係
に
基
づ
く
論
理
と
は
異
な
る
地
平
で
独
自
な
政
治
的
共
同
の
構
築
を
志
向
す

る
理
念
お
よ
び
運
動
を
意
味
す
る
（
政
治
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
）
と
共
に
、（
二
）
政
治
的
社
会
の
内
部
で
は
、
国
家
の
登
場

以
降
支
配
的
と
な
っ
た
機
構
な
い
し
装
置
に
よ
る
統
治
に
対
抗
し
て
、
市
民
自
身
に
よ
る
水
平
的
で
か
つ
自
治
的
な
政
治
的
関
係
の

領
域
を
確
保
し
、
定
着
さ
せ
、
拡
大
さ
せ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
理
念
お
よ
び
運
動
を
意
味
す
る（
国
家
と
対
抗
す
る
市
民
社
会
）。
市
民

社
会
が
西
欧
史
の
脈
絡
の
中
で
伝
統
的
に
保
持
し
て
き
た
意
義
は
以
上
の
二
点
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
こ
の
伝
統
に
最

も
忠
実
に
市
民
社
会
理
論
の
復
権
を
試
み
た
思
想
家
が
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
で
あ
っ
た
。
本
節
の
考
察
も
、
前
節
と
同
様
、

見
取
り
図
の
提
示
に
留
ま
る
。

一
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
市
民
社
会la so

cieta
civ
ile

と

市
民
社
会

la so
cieta

b
o
rg
h
ese

と
を
区
別
し
て
い
る
。
彼
は
マ
ル

ク
ス
のd

ie b
u
rg
erlich

e G
esellsch

a
ft

の
訳
語
と
し
て
は

市
民
社
会

la so
cieta

b
o
rg
h
ese

を
用
い
て
い
る
。
彼
は
、
市

民
社
会
を
上
部
構
造su
p
erstru

ttu
ra o so

v
ra
stru

ttu
ra

に
、「
市
民
社
会
」
を
土
台stru

ttu
ra

に
含
め
て
い
る
。

二
、
さ
ら
に
グ
ラ
ム
シ
は
、
上
部
構
造
を
市
民
社
会
と
「
政
治
的
社
会
ま
た
は
国
家la so

cieta
p
o
litica o sta

to

」
と
の
二
つ

の
階
層d
u
e g

ra
n
d
i
p
ia
n
i
su
p
erstru

ttu
ra
li

に
区
分
し
た
上
で
、
市
民
社
会
を
次
の
よ
う
に
特
徴
付
け
て
い
る
。

「

市
民
社
会

と
は
、
俗
に

私
的

と
呼
ば
れ
て
い
る
諸
組
織
の
総
体
の
こ
と
で
あ
る

。
二
つ
の
階
層
は
そ
れ
ぞ
れ
﹇
前

者
が
﹈
支
配
的
グ
ル
ー
プ
が
社
会
全
体
に
及
ぼ
す

ヘ
ゲ
モ
ニ
ーeg

em
o
n
ia

の
機
能
に
、﹇
後
者
が
﹈
国
家
お
よ
び

法
的
統
治
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と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
る

直
接
的
支
配d

o
m
in
io d

iretto

な
い
し
命
令co
m
a
n
d
o

の
機
能
に
対
応
し
て
い
る
。」（

Q
12

１
,

G
ra
m
sci

1975,
V
o
l. 3,

p
. 1518-19.

以
下
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
か
ら
の
引
用
は
ノ
ー
ト
番
号
の
み
記
す
）。
グ
ラ
ム
シ
は
、
広
義
の
国

家
を
政
治
的
社
会
（＝

狭
義
の
国
家
）
と
市
民
社
会
と
の
均・
衡・
と
し
て
把
握
し
て
い
る（

Q
6
88)

。

三
、
市
民
社
会
は
、
政
治
的
行
動
が
展
開
さ
れ
る
場
面
と
し
て
上
部
構
造
に
属
す
る
が
、
そ
れ
は
、
土
台
に
お
い
て
発
生
す
る
相

対
立
す
る
経
済
的
利
害
の
錯
綜
し
た
関
係
を
解・
釈・
し
、
そ
れ
を
政
治
的
諸
政
策
お
よ
び
諸
理
論
へ
と
翻・
訳・
す
る
媒
介
機
能
を
有
し
て

い
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
市
民
社
会
の
こ
の
媒
介
機
能
を
、「
客
体
か
ら
主
体
へ
の
移
行
」
ま
た
は
「
必
然
か
ら
自
由
へ
の
移
行
」
と
し
て

把
握
し
、
こ
の
機
能
を
「
カ
タ
ル
シ
ス
」
と
名
付
け
て
い
る（

Q
10

6)

。

グ
ラ
ム
シ
に
と
っ
て
市
民
社
会
と
は
、
自
己
の
所
属
す
る
経
済
的
集
団
の
経
済
的
諸
利
害
に
制
約
さ
れ
、
そ
れ
を
受
動
的
に
表
現

す
る
だ
け
の
政
治
を
克
服
し
て
、
政
治
を
自・
由・
な
主・
体・
に
よ
る
一
つ
の
倫・
理・
的
行
為
と
し
て
遂
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
社
会
水

準
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
政
治
を
必
要
悪
と
し
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
集
団
的
文
化
の
創
出
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
構
想
が
生

ま
れ
て
く
る
。

四
、
以
上
の
構
想
か
ら
グ
ラ
ム
シ
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
国
家
の
終
焉la fin

e d
ello S

ta
to

」
の
問
題
を
、

「
政
治
社
会
の
市
民
社
会
へ
の
再
吸
収il rea

sso
rb
im
en
to d

ella so
cieta

p
o
litica n

ella so
cieta

civ
ile

」
の
問
題
と
し
て

再
定
式
し
た（

Q
5
128)

。
こ
の
再
吸
収
は
、
到
達
目
標
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
不
断
の
運
動
過
程
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
グ

ラ
ム
シ
は
こ
の
運
動
を
概
念
的
に「
調
整
さ
れ
た
社
会la so

cieta
reg

o
la
ta

」と
呼
び
、
そ
れ
は
ま
た「
倫
理
的
国
家S

ta
to etico

」

な
い
し
「
市
民
社
会
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る（

Q
6
88)

。

五
、
近
代
に
お
い
て
支
配
的
と
な
っ
た
経
済
的
土
台
｜
政
治
的
国
家
の
二
項
対
立
図
式
の
中
で
倫
理
性
を
喪
失
し
て
い
っ
た
政
治

的
行
為

必
要
性＝

受
動
性
の
政
治
）に
再
び
倫
理
性
と
文
化
性
を
与
え
る
こ
と
を
市
民
社
会
論
の
課
題
と
し
た
グ
ラ
ム
シ
の
構
想
の
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内
に
、
わ
れ
わ
れ
は
市
民
社
会
概
念
の
古
典
的
伝
統
の
再
生
を
明
確
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て

一
旦
市
民
社
会
概
念
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
構
想
さ
れ
た
政
治
的
国
家
（
の
支
配
）
か
ら
の
解
放
の
問
題
を
、
再
び
市
民
社
会
論
の
問

題
圏
の
中
に
統
合
し
、
西
欧
社
会
思
想
史
の
伝
統
と
の
接
点
を
再
構
成
し
え
た
こ
と
、
こ
れ
が
グ
ラ
ム
シ
の
功
績
で
あ
る
。

１
）

本
稿
に
お
い
て
国
家
は
ラ
テ
ン
語
のsta

tu
s

お
よ
び
そ
れ
の
派
生
語
で
あ
るsta

te,
eta

t,
S
ta
a
t,
sta
to

の
訳
語
と
し
て
用
い
る
。

２
）

ラ
テ
ン
語
のso

cieta
s civ

ilis

は
、
元
来
、
ポ
リ
ス
を
意
味
す
る
政
治
的
共
同
体π

ο
λ
ιτικ

η
′

κ
ο
ινω

νια

の
訳
語
で
あ
っ
た
。
そ
の

意
味
で
、
市
民
社
会
の
原
義
は
政
治
的
社
会
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
「
政
治
的
」
は
「
ポ
リ
ス
的
」
を
意
味
し
、
後
者
は
「
オ
イ

コ
ス＝

家
的
で
は
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
市
民
社
会
に
、「
私
的
」「
経
済
的
」「
非
政
治
的
」
な
ど
の
形
容
詞
を
付
す
こ
と

は
、
語
源
的
に
は
、
形
容
矛
盾
で
あ
っ
た
。

３
）

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
西
欧
近
代
社
会
の
記
述
に
お
い
て
は
、
政
治
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
概
念
は
基
本
的
に
存
在
し
な
い
。
ウ
ェ
ー

バ
ー
は
「
市
民
的b

u
rg
erlich

」
と
い
う
用
語
を
、
専
ら
経
済
的
関
係
（
す
な
わ
ち
近
代
資
本
主
義
の
合
理
的
経
済
関
係
）
を
表
示
す
る

概
念
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

「
我
々
が
文
化
の
普
遍
史
を
論
ず
る
際
に
、
純
粋
に
経
済
だ
け
を
み
た
場
合
、
中
心
的
問
題
は
、

自
由
な
労
働
の
合
理
的
組
織
を

有
す
る
市
民
的b
u
rg
erlich

な
経
営
資
本
主
義
の
成
立
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
文
化
史
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
西
欧
的
市
民
層d

a
s a
b
en
d
-

la
n
d
isch

e B
u
rg
ertu

m

お
よ
び
彼
等
の
特
性
の
成
立
で
あ
り
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
資
本
主
義
的
な
労
働
組
織
の
成
立
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
。」（

W
eb
er,

1920,
S
. 10)

。

上
の
引
用
で
「
西
欧
的
市
民
層
」
と
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し
て
の
市
民
層
の
こ
と
で
あ
る
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
と
同
時
代
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
市
民
社
会
概
念
の
不
在
の
深
刻
さ
に
気
づ
い
て
い
た
理
論
家
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
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で
あ
っ
た
。

私
は
は
っ
き
り
と
資
本
主
義
社
会
か
ら
社
会
主
義
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
言
い
方
を
し
て
お
り
、今
日
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
市
民
社
会
か
ら
社
会
主
義
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
言
い
方
は
し
て
い
な
い
。『
市
民
的
』と
い
う
言
葉
を
後
者
の
よ
う
に
用
い
る
こ

と
は
、

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
語
法
の
悪
弊
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
語
上
の
曖
昧
さ
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
は
敵
味
方
双

方
の
間
に
誤
解
を
生
む
格
好
の
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
だ
。
こ
の
場
合
、
そ
の
責
任
の
一
半
は
、
特
権
的
市
民d

er b
ev
o
rrech

tete
 

B
u
rg
er

概
念
と
区
別
さ
れ
た
、
あ
る
共
同
体
の
同
権
的
市
民d

er g
leich

b
erech

tig
te B

u
rg
er ein

es G
em
ein
w
esen

s

概
念
を
表

す
固
有
の
言
葉
が
ド
イ
ツ
語
に
は
な
い
こ
と
に
あ
る
。
前
者
と
後
者
の
概
念
そ
れ
ぞ
れ
に
特
殊
な
表
現
を
充
て
る
試
み
は
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
す
べ
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
特
権
的
市
民d

er p
riv
ileg

ierte B
u
rg
er

お
よ
び
そ
れ
に
関
係
す
る
事
項
を
表
す
た

め
に
、
そ
れ
を
『
市
民
』
と
か
『
市
民
的
』
と
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
誤
解
や
曲
解
に
門
を
開
い
て
し
ま
う
よ
り

は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
い
う
外
来
語
を
使
用
す
る
方
が
、
い
つ
も
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」（

B
ern

stein
1977,

S
.

183)

。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
提
案
は
、
誤
解
や
誤
読
を
回
避
で
き
な
い
ド
イ
ツ
語
のB

u
rg
er,

b
u
rg
erlich

の
使
用
を
断
念
し
て
、
こ
れ

に
代
え
て
「
特
権
的
市
民
」
を
表
現
す
る
時
に
はB

o
u
rg
eo
is,
b
o
u
rg
eo
is

と
い
う
外
来
語
を
、「
同
権
的
市
民
」
を
表
現
す
る
時
に
は

C
ito
y
en
,
civ
il

と
い
う
外
国
語
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
市
民
」「
市
民
的
」
と
い
う
言
葉
の

用
法
に
対
す
る
鋭
敏
な
感
受
性
は
、
社
会
主
義
運
動
の
戦
略
目
標
を
資
本
主
義
的
経
済
制
度
の
変
革
か
ら
社
会
全
般
に
渡
る
民
主
主
義

の
徹
底
と
労
働
者
階
級
の
同
権
化
に
転
換
さ
せ
た
理
論
家
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
感
性
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
第
一
系
列
の
市
民
社
会
を
表
現
す
る
用
語
と
し
てb

u
rg
erlich

e
 
G
esellsch

a
ft

と
区
別
し
てZ

iv
ilg
esell-

sch
a
ft

と
い
う
外
来
語
が
登
場
し
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
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４
）

日
本
語
の
都
市
も
、
都
と
市
か
ら
な
る
合
成
語
で
あ
り
、
都
（
み
や
こ
）
は
政
治
的
支
配
者
の
居
住
地
な
い
し
官
庁
所
在
地
を
意
味

し
て
お
り
、
市
（
い
ち
）
は
市
場
（
い
ち
ば
）
の
開
設
さ
れ
る
場
所
を
意
味
す
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
日
本
語
に
お
い
て
も
、
政
治
的

都
市
と
経
済
的
都
市
を
区
別
す
る
歴
史
的
文
脈
が
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
い
た
。

５
）

ポ
リ
ス＝
「
都
市
国
家
」
と
い
う
訳
語
に
は
、
二
重
の
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
古
典
古
代
の
ポ
リ
ス
に
お
い

て
、
あ
た
か
も
経
済
的
意
味
で
の
都
市
化
が
支
配
的
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
観
念
を
生
み
出
し
た
。
第
二
に
、
本
質
的
に
一
六
世
紀
以

降
の
歴
史
的
制
度
で
あ
る
国
家sta

te

が
あ
た
か
も
歴
史
貫
通
的
に
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
観
念
を
生
み
出
し
た
。

６
）

市
民
を
表
す
ド
イ
ツ
語
のB

u
rg
er

は
、
語
源
的
に
はB

u
rg

（
城
塞
）
の
住
民
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
英
語
は
、

b
o
ro
u
g
h

（
城
塞
）
の
住
民
を
表
すb

u
rg
h
er

で
あ
り
、
仏
語
は
、b

o
u
rg

の
住
民
を
表
すb

o
u
rg
eo
is

で
あ
る
。

７
）

政
治
的
市
民
と
経
済
的
市
民
を
区
別
す
る
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
はπ

ο
λ
ιτη

ϛ

と’ασ
το
ϛ

が
、
ラ
テ
ン
語
で
はciv

is

とu
rb
a
n
u
s

が
、
英
語
で
はcitizen

とb
u
rg
h
er
が
、
仏
語
で
はcito

y
en

とb
o
u
rg
eo
is

が
、
イ
タ
リ
ア
語
で
はciv

ile

（
ま
た
はcitta

d
in
o

）

とb
o
rg
h
ese

が
存
在
し
て
い
た
。
唯
一
の
例
外
は
ド
イ
ツ
語
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
は
政
治
的
市
民
を
経
済
的
市
民
か
ら
区

別
し
て
表
現
す
る
た
め
の
用
語
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
のB

u
rg
er

は
、
元
来
は
経
済
的
市
民
を
意
味
し
て
い
た
が
、
こ
の

用
語
が
同
時
に
政
治
的
市
民
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

８
）

川
島
武
宜
の
法
理
論
、
平
田
晴
明
の
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
な
ど
が
、
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。
元
来
、
経
済
的
営
為
を
排
除
し
た
政

治
的
領
域
を
意
味
す
るciv

il so
ciety

に
対
し
て
、
市
（
い
ち＝
市
場
）
の
民
（
た
み
）
か
ら
な
る
社
会
を
意
味
す
る
市
民
社
会
と
い

う
訳
語
を
充
て
て
何
の
違
和
感
も
持
た
な
か
っ
た
日
本
の
知
識
人
の
社
会
意
識
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
社
会
を
理
解
す
る
た
め
に
必

要
な
感
受
性
の
欠
如
を
物
語
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
い
か
。

９
）

な
お
Ｃ
章
お
よ
び
Ｄ
章
の
内
容
は
、sta

te

とn
a
tio
n sta

te

の
区
別
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
子

59

西洋における市民社会の二つの起源



二
〇
〇
三
）を
参
照
。

10
）

「
市
民
的
状
態C

iv
il S

ta
tes

の
外
部
で
は
、
常
に
各
人
の
各
人
に
対
す
る
戦
争
が
存
在
す
る
。」（

H
o
b
b
es
1968,

p
. 185

訳
一
、

二
一
〇
頁
）。

「
赦
免
さ
れ
る
保
証
な
し
に
自
分
自
身
を
告
訴
す
る
と
い
う
信
約
は
、
無
効
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
自
然
状
態
に
お
い
て
は
、
各

人
が
判
定
者
で
あ
る
か
ら
、
告
訴
の
余
地
は
存
在
せ
ず
、
市
民
的
状
態th

e C
iv
il S

ta
te

に
お
い
て
は
、
告
訴
の
あ
と
に
処
罰
が
続
き
、

処
罰
は
力
で
あ
る
か
ら
し
て
、
人
は
こ
れ
に
抵
抗
し
な
い
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

（
H
o
b
b
es
1968,p

. 199

訳
一
、

二
三
一
頁
）。

扇
動
的
な
学
説
の
一
つ
は
、『
各
私
人
が
善
悪
の
諸
行
為
の
判
定
者
で
あ
る
』と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
法C

iv
il L

a
w
es

が
存
在
し
な
い
全
く
の
自
然
状
態th

e co
n
d
itio

n o
f m

eer N
a
tu
re

に
お
い
て
は
、
真
で
あ
り
、
ま
た
市
民
的
統
治
の
下
に
あ
っ
て

も
、
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
真
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
場
合
に
お
い
て
は
、
善
悪
の
諸

行
為
の
尺
度
は
市
民
法
で
あ
り
、
そ
の
判
定
者
は
立
法
者th

e L
eg
isla

to
r

で
あ
り
、
立
法
者
は
常
に
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
代
表
で
あ

る
。

市
民
社
会
に
反
す
る
も
う
一
つ
の
学
説
は
、『
人
が
自
分
の
良
心
に
反
し
て
行
う
こ
と
は
す
べ
て
罪
で
あ
る
』
と
い
う
説
で
あ

る
。」（

H
o
b
b
es
1968,

p
. 365-366

訳
二
、
二
四
二
頁
）。

11
）

「
正
義
の
侵
害
は
、
人
々
が
互
い
に
甘
受
し
よ
う
と
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
公
共
的
為
政
者th

e p
u
b
lic m

a
g
istra

te

は
、

こ
の
徳
〔
正
義
〕
の
実
行
を
強
制
す
る
た
め
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
権
力
を
使
用
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
予
防
措

置
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
、
市
民
社
会
は
流
血
と
無
秩
序
の
舞
台
と
な
り
、
各
人
は
、
自
分
が
侵
害
さ
れ
た
と
想
像
す
る
た
び
に
、
自
分

の
手
で
復
讐
を
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
各
人
が
自
分
自
身
に
対
し
て
正
義
を
行
う
こ
と
に
伴
う
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
に
、
為

政
者
は
、
彼
等
の
政
府
が
か
な
り
の
権
威
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
る
や
い
な
や
、
万
人
に
た
い
し
て
正
義
を
お
こ
な
う
こ
と
を
引
き
受
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け
る
の
で
あ
る
。」（『
道
徳
感
情
論
』S

m
ith

1976,
p
. 340

訳

下
、
三
九
七
〜
三
九
八
頁
）。

こ
こ
で
も
市
民
社
会
は
、
各
人
が
権
利
の
侵
害
に
対
し
て
各
自
的
に
報
復
す
る
状
態（
自
然
状
態
）と
対
比
的
に
、「
公
共
的
為
政
者
」

が
設
立
さ
れ
、
彼
等
が
「
万
人
に
た
い
し
て
正
義
を
お
こ
な
う
こ
と
を
引
き
受
け
る
」
状
態
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

12
）
「
ポ
リ
ス
と
い
う
名
前
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
元
来
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
ポ
リ
ー
テ
イ
ア〔
政
体
〕πο

λ
ιτεια

に
由
来
す
る
。
ポ
リ
ー

テ
イ
ア
は
、
正
し
く
は
、
市
民
的
政
府
〔
統
治
〕
の
政
策
を
意
味
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
今
で
は
統
治
の
下
位
諸
部
分
す
な
わ
ち
清
潔
、

安
全
保
障
お
よ
び
低
価
格
な
い
し
豊
富
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。」（

S
m
ith

1978ゝ
p
. 486

訳

二
六
一
頁
）。

本
稿
で
は
ポ
リ
スP

o
lice

に
「
民
政
」
と
い
う
訳
語
を
充
て
た
。『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
、
民
政
に
は
（
一
）

人
民
の
生
活
に
関
す

る
政
務
。
国
民
を
直
接
の
対
象
と
す
る
政
治
」、

二
）

君
政
（
君
主
制
）
に
対
し
て
、
民
主
政
治
」、

三
）

軍
政
に
対
し
て
、
文
官

に
よ
る
政
治
」の
三
つ
の
意
味
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
ポ
リ
ス
は
（
一
）
の
意
味
に
近
い
。
訳
者
の
水
田
洋
は
、
こ
れ
を
「
生

活
行
政
」
と
訳
し
て
い
る
。

ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
け
る
国
家
は
、
本
質
的
に
構
成
員
の
生
命
と
所
有
の
安
全
保
障
だ・
け・
を
顧
慮
す
る
統
治
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ス
ミ

ス
の
国
家
は
、
そ
れ
に
加
え
て
構
成
員
の
経
済
的
富
裕
化
を
も
本
質
的
な
目
的
と
し
て
追
求
す
る
。
筆
者
は
、
民
政
が
統
治
目
的
に
入
っ

て
く
る
こ
と
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
国
家
は
国・
民・
国
家n

a
tio
n sta

te

へ
転
化
し
た
と
考
え
て
い
る
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
成
立
に
先
行
し
て
、
上
か
ら
の
民
政
的
行
政
の
対
象
者＝

受
益
者
を
表
示
す
る
集
団
概
念
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
平
子
（
二
〇
〇
三
）
参
照
。

13
）

「
労
働
が
分
割
さ
れ
て
い
な
い
文
明
化
さ
れ
て
い
な
い
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
人
類
の
自
然
的
欲
求
が
必
要
と
す
る
す
べ
て
の

も
の
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
文
明
化
さ
れ
、
労
働
が
分
割
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
っ
と
豊
か
な
生
活
資
料

が
か
れ
ら
に
割
り
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
、
ブ
リ
テ
ン
の
普
通
の
日
雇
い
労
働
者
の
ほ
う
が
、
彼
の
生
活
様
式
に
お
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い
て
、
ひ
と
り
の
イ
ン
ド
の
主
権
者a

n In
d
ia
n so

v
ereig

n

よ
り
も
、
贅
沢
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。」（S

m
ith

1978,p
. 489

訳

二

六
九
頁
）。

14
）

ル
ソ
ー
は
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
も
、
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
。

エ
コ
ノ
ミ
ーÉ

co
n
o
m
ie

ま
た
はO

eco
n
o
m
ie

（
社・
会・
的・M
orale

か・
つ・
政・
治・
的・P

olitiqu
e

）
と
い
う
言
葉
は
、
家・m

aison

を
意

味
す
る
オ
イ
コ
ス

’
ο
ικ
ο
ϛ

と
法・loi

を
意
味
す
る
ノ
モ
スνο
μ
ο
ϛ

と
か
ら
な
り
、
元
来
は
、
た
だ
家
族
全
体
の
共
同
の
利
益
の
た
め
に
家

を
賢
明
に
か
つ
合
法
的
に
統
治
す
る
こ
と
し
か
意
味
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
用
語
の
意
味
は
そ
の
後
、
国
家
と
い
う
大
家
族
の
統
治
に

ま
で
拡
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
意
味
を
区
別
す
る
た
め
に
、
後
者
の
場
合
は
一・
般・
的・
経・
済・econ

om
ie gen

erale

ま

た
は
政・
治・
経・
済・econ

om
ie
 
politiqu

e

と
呼
ば
れ
、
前
者
の
場
合
は
家・
経・
済・econ

om
ie
 
d
om
estiqu

e

ま
た
は
私・
経・
済・econ

om
ie

 
particu

liere

と
呼
ば
れ
る
。」（

R
o
u
ssea

u
1964,

p
. 241

訳

七
頁
）。

15
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
ン
ト
の
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
主
題
の
一
つ
が
、
ロ
ッ
ク
の
所
有
論
批
判
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
子

（
二
〇
〇
五
）
参
照
。

16
）

紙
数
と
時
間
の
制
約
に
よ
り
、
本
稿
で
は
、
カ
ン
ト
の
市
民
社
会
論
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
こ
と
だ
け
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

な
お
カ
ン
ト
の
世
界
市
民
社
会
概
念
の
政
治
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
平
子
（
二
〇
〇
五
）
を
参
照
。

17
）

「
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
一
八
二
〇
年
頃
初
め
て
、『
法
哲
学
』
の

市
民
社
会

に
関
す
る
節
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
お
よ
び

政
治
的
体
制
の
内
部
で
進
行
し
て
い
る
根
本
的
な
諸
変
化
を
『
概
念
的
に
把
握
』
し
た
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。」（

R
ied
el
1969,p

. 151

f.

訳

一
六
三
頁
）。「
古
い
政
治
学
の
領
域
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
古
典
古
代
的
な
諸
概
念
は
革
命
の
世
紀
の
社
会
的
布
置
連
関
に
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
、
一
八
二
〇
年
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
国
家
と
家
族
の
間
に
存
在
す
る
差
異
の
領
域
と
し

て
の
『

市
民
社
会

』
と
い
う
概
念
を
形
成
す
る
際
の
跳
躍
点
と
な
る
も
の
な
の
だ
。」（

ib
id
.
p
. 153

訳

一
六
四
〜
一
六
五
頁
）。「
こ
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の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る

市
民
社
会

概
念
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
以
前
に
は
、
ま
だ
全
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
一

八
二
〇
年
以
前
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
諸
著
作
に
お
い
て
さ
え
も
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
。」（

ib
id
.
p
. 156

訳

一
六
七
頁
）。

マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
リ
ー
デ
ル
は
、
一
八
二
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
初
め
て
市
民
社
会
と
は
異
な
る

市
民
社
会

概
念
が
登
場
す
る
事
実
に
注
目
し
、
こ
こ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
由
来
す
るso

cieta
s civ

ilis

の
伝
統
の
終
焉
を
見
出
し
て
い
る
。

18
）

同
じ
性
格
の
概
念
の
混
乱
は
、「
外
的
国
家
」「
強
制
国
家
」「
悟
性
国
家
」
な
ど
の
用
法
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、『
法
哲
学
』

第
三
部
第
二
章
「

市
民
社
会

」
で
は
、
市
場
経
済
に
お
け
る
「
全
面
的
依
存
性
の
シ
ス
テ
ム
」
を
表
示
す
る
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

利
己
的
目
的
は
そ
の
実
現
に
当
た
っ
て
、
著
し
く
普
遍
性
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
一
つ
の
全
面
的
依
存
性
の
シ
ス
テ

ムein S
y
stem

 
a
llseitig

er A
b
h
a
n
g
ig
k
eit

を
設
立
す
る
。
そ
の
結
果
、
個
々
人
の
生
計
と
福
祉
と
法
的
現
存
在
が
、
万
人
の
生
計

と
福
祉
と
権
利
の
中
に
編
み
込
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
上
に
築
か
れ
、
た
だ
こ
れ
ら
と
の
関
連
の
中
で
の
み
現
実
的
と
な
り
、
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
さ
し
あ
た
り
外・
的・
国・
家・d

er
 
au
ssere

 
S
taat

｜
つ
ま
り
強・
制・
国・
家・N

otstaat

お
よ
び
悟・
性・
国・
家・

V
erstan

d
esstaat

｜
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。」(

183,
ib
id
.
S
. 340)

。

上
の
引
用
に
お
け
る
「
全
面
的
依
存
性
の
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
直
接
的
に
は
、
分
業
と
市
場
経
済
に
基
づ
く
経
済
的
社
会
と
し
て
の

市
民
社
会

を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
外
的
国
家
」「
強
制
国
家
」「
悟
性
国
家
」
は
、
さ
し
あ
た
り
は
政
治
的
国

家
の
規
定
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
第
三
部
第
三
章
「
国
家
」
に
お
い
て
は
、
同
じ
用
語
が
、
国
家
の
特
殊
な
一
類
型
を
表
す
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

〔
教
会
を
世
俗
的
国
家
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
見
な
し
、
両
者
を
対
立
さ
せ
る
〕
そ
の
よ
う
な
関
係
は
、
次
の
よ
う
な
国
家
観
と
連

関
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
国
家
の
使
命
は
、
た
だ
各
人
の
生
命
、
所
有
お
よ
び
恣
意
を
、
そ
れ
ら
が
他
の
人
々
の
生
命
、
所
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有
お
よ
び
恣
意
を
侵
害
し
な
い
限
り
、
保
護
し
保
証
す
る
こ
と
に
の
み
あ
る
と
い
う
国
家
観
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
国
家
は
た
だ
一
つ

の
強
制
機
関ein

e V
era

n
sta
ltu
n
g d

er N
o
t

と
見
な
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。」(

270,
ib
id
.
S
. 424)

。

19
）

「
我
々
の
現
代
的
諸
国
家
に
お
い
て
は
、

市
民

た
ち
は
国
家
の
普
遍
的
な
諸
業
務
に
制
限
さ
れ
た
仕
方
で
し
か
関
与
で
き
な
い
。

し
か
し
倫
理
的
人
間
に
は
、
自
分
の
私
的
目
的
の
他
に
あ
る
普
遍
的
な
活
動
性
を
授
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
代
国
家
が
こ
の

普
遍
的
な
も
の
を
倫
理
的
人
間
に
い
つ
も
差
し
出
す
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
倫
理
的
人
間
は
、
そ
れ
を
職
業
団
体
の
う
ち
に
見
出
す
の

で
あ
る
。」(

255
Z
u
sa
tz ib

id
.
S
. 396f. )

。
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